
其

角

と

老

井
壮

広

田

二

β良

蕉
門

の
鬼
才

其
角
も

『
荘
子
』

の
影
響

を
多
大

に
受
け

た
作
者

で
あ
る
。
し
か
し
、
彼

に

つ
い
て
も
師

の
芭
蕉
と
同
じ
く
、

延
宝
七
年

頃

ま

で
は
、

『
荘

子
』

の
影
響

を
作
品

に
見

出
す

こ
と
が

で
き
な

い
。
そ

の
自
筆

の
略
年
譜

十
六
才

の
条

に
は

服
部
平

助
講
述

。

円
覚
寺

大
贔
和
尚
詩
学
、
易
伝
授

。

と
あ
る

の
で
そ

の
頃

か
ら
儒
学

を
学

び
、

詩
や
易

に

つ
い
て
教
え
を
受
け
、

か
た
わ
ら
、

あ
る

い
は

『
荘
子
』

の
講
義

を
受
け

た
こ
と
が

あ

る
か
も
し
れ
な

い
と
は
考

え
ら
れ
る
が
、

(
服
部
平
助

は
儒
者

で
寛
斎

と
号

し
た
)
、
少
く
と
も
そ
れ

は
彼

の
文
学

に
影
響
を
与

え
る
ほ

ど

の
も

の
で
は
な

か

っ
た
。

延
宝

七
年

十
二
月
刊

『
坂
東
太
郎
』

(
椎
本
才

丸
撰
)

に
見
え
る
其
角

の
句

は
次

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

朝
鮮

の
妹
や
摘

む
ら

ん
葉
人
参

な

ら
茶

の
詩
さ

こ
そ
盧
同
も
雪

の
は
て

雁
鹿
虫

と
ば

か
り
思

ふ
て
暮
け
り
昏

従

来

の
談
林
調

を
超
え
よ
う
と
す

る
新
風

の
繭
芽
を
早
く
も
示
し
て

い
る

の
で
注
目
さ
れ
る
作
品

で
は
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
ま
だ

『
荘

子
』

の
思

想

も

語

句

も

表
現
も
影

を
落

し
て
い
な

い
。

し

か
し
、

『
坂
東
太
郎

』
が
刊
行

さ

れ

た
延

宝

七

年

(
其
角
十
九
才
)

は
、

　
　

　

芭
蕉
を
中
心
と
し
て
蕉
門

全
体
が

『
荘
子
』

の
探
究

に
真
摯

に
入
り

こ
ん
で
い

っ
た
年

で
あ

っ
た

。

そ

の

翌

年

初

夏

に

上
梓

さ

れ

た

其

角

と

老

荘

一1一



人

文

研

究

第
二
十
五
輯

『
驕

独
吟

二
+
歌
仙
』

に
は
、

あ

ふ
れ
る
よ
う

に
多
く

『
荘
子
』

の
影
響
が
現
出

し
始

め
る
。

中

で
も
其
角

は
最
も
多
く

『
荘
子
』
ゐ

寓
言

や
語
句

を
と
り
用

い
て
、
奇
警

清
新
な
作
風
を
先
駆
的

に
示

し
た
。

ド

ン
サ
イ

鈍
斎

の
ね
ご
と
集

に
も
な

か
り
亮

タ
イ

グ

ツ

退
屈
和
尚

に
ま
見
え
て
日

灸
を
以

て
心
を
す

へ
て
す

へ
殺
し

コ
プ

目

口
の
出
来

し
瘤
更

に
瘤

ビ

ン

小
髭
国

耳

の
ひ
ん
が

し
に
当

。
り

(
月
花
テ
医

.
歌
仙
)

こ
こ
に
見

ら
れ
る

「
鈍
斎
」

・
「
退
屈
和
尚
」

・
「
ね
ご
と
集
」

な
ど

と

い
う
滑
稽

な
架

空

の
個
有
名
詞

は
、

「
荘
周
が
文
章

に
な
ら
ひ
」

(
宗

因
、
荘
子
像
讃
)
寓

言
を
用

い
て
い
る

つ
も

り
な

の
で
あ
る
。

(
ほ

か
に
、

こ
の
歌
仙

に
は

「
菓
子
屋

山
看
板
寺
」

と

い
う
よ
う
な

同
類

の
架
空
個
有
名
詞
も
見

ら
れ
る
。
)
ま
た

「
灸

を
以

て
心
を
す

へ
て
す

へ
殺

し
」

に

「
目

口
の
出
来

し
瘤

更

に
瘤
」

と

付

け

た

の

は
、

『
荘
子
』

「
応
帝
王
」
篇

の
渾
沌

が
七
籔

を
う
が

た
れ
て
死

ん
で
し
ま

っ
た
と

い
う
警
喩

を
取

っ
て
翻
案

し
た
も

の
で
あ
り
、

「
瘤

更

に
瘤
」

と

い
う

の
は
、

『
荘
子
』

「
餅
栂
」

篇

の
い

ほ

た
れ

た
る

ζ
ぶ

あ

附
贅

県
疵

、

出

二
乎

形

一哉

。

而
修

二
於
性

一。

(
附
贅

・

県

疵

は
形

よ
り

出

で
た

る
哉

。

而
れ

ど

も
性

に
修

ま
れ

り
。

)

を
俳

譜

化

し

た
も

の
で
あ

る
。

こ
れ

に

「
小

髭
国

耳

の

ひ

ん
が

し

に
当

.
り
」

と
付

け

た

の

は
、

『
荘

子

』

「
則

陽
」

篇

に
語

ら

れ

て

い
る

　
　

　

蝸

牛
角
上

の
触
蛮
国

の
寓

言

の
翻
案

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、

其
角

は
、
そ

の
作
品
中

で
、
他

の
誰

よ
り
も
多
く

『
荘
子
』
と

の
か
か
わ
り
を
示

し
て

い
る
。

し
か
し
、
そ

の
か
か
わ

り
方

臆
、
『
荘
子
』

の
寓

言
葡

な
個
有
名
詞

の
命
名

法

に

な

ら

知
、

ま

た
渾

沌

(
応

帝

王
)
、

附

贅

県

疵

ハ
餅

栂
)
、

触

蛮

国

(
則
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陽
)
等

の
磐

喩
を
取

っ
て
翻
案
し
、

語
句
を

た
だ
ち
に
取

っ
て
句
中

に
用

い
る
と

い
う
外
面
的
な
も

の
で
し

か
な

い
。
ま
だ
談
林
作
風

の

伝
統
的

立
場

か
ら
脱
却
し
得
ず
、

『
荘
子
』

の
俳

譜
化
と

い
う

こ
と
は
、

外
面
的

な
滑
稽
化
と
同
意
味

に
し
か
考

え
て

い

な

い
。

つ
ま

り
、
彼

は
ま
だ

『
荘
子
』

を
奇

抜

で
お
も
し
ろ

い
寓

言

の
書

と
し
て
受
け
と
り
、

そ

の
表
現

の
自
由
さ
、
奇

抜

さ
に
ひ
か
れ
て
表
現
面

の

お
も

し
ろ
さ

に
遊

ん
で
い
る

に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。

こ
れ

は
い
う
ま

で
も
な
く
林

註

に
よ
る

『
荘
子
』

の
受

け
と
り
方

で
あ

り
、
宗

因

・
惟
中
以

来

の
談
林

の
伝
統

に
よ
る

『
荘
子
』

の
解
釈

の
し
方

で
あ

る
。
そ
れ
故
、
『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り

は
、
内
面
的

な
も

の
を
持
ち

得
ず
、
単

に
表
現
方
法

の
面

で
接
す

る
に
と
ど
ま

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。
従

っ
て
、

作
品
は
右

に
見
ら
れ

る
よ
う

に
、
談
林
風
と

は
異
質

の
新
風

の
繭
芽
を
示
し
て
は
い
る
が
、
依
然
と
し
て
滑
稽
感

を
主
と
し
て
ね
ら
う
も

の
に
な

っ
て
し
ま

っ
て

い
る

の
で
あ
る
。

し

か
し
、

一
挙

に
従

来

の
強

力
な
伝
統
を
超
克

し
き

っ
て
し
ま
う

こ
と

は
で
き
る
も

の
で
は
な

い
。

惟

中
的
な

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り
を
超
克

す

る

に
は
、

ま
ず

一
度
惟
中
的

な
立
場

に
入

っ
て
、

さ
ら

に
そ

こ
か
ら
脱
化

し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば

な
ら
な

か

っ
た

の
で
あ
る
。

新
風

の
展
開
と
、

そ

の
理
論
的

根
拠

を
探
究

し
よ
う
と
す

る
芭
蕉

と
そ

の
門
下

の

一
体
と
な

っ
た
努
力

は
、

や
が
て
彼

等
と

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り
を
表
現
方
法
論

か
ら

一
歩
進

ん
で
、

内
面
的

な
面

へ
と
迫
ら
せ
て

い

っ
た
。
そ
う
し
た
状
勢

の
中

に
あ

っ
て
、
芭
蕉
と
其

角

・杉
風
等

は
そ

の
先
導
者
的

地
位
に
立

っ
て
い

っ
た
。
そ
う

し
て
、
触

響

吟

二
+
歌
仙
』

に

つ
い
で
、
延
宝

八
年
、
其
角
と
杉
風

の
自

句

を
合
わ
せ
た

『
俳

譜
合
』

を
出

し
た
。

こ
の
中

の
其
角

の

『
田
舎
之
句
合
』
、
第

六
番
、
右

鳶

に
乗
て
春

を
送
る

に
白
雲
や

は
、
幾
重

に
も

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り
を
持

っ
て

い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

一
句

の
意
味
は
、
判
詞

で
芭
蕉
が
解
釈
指
摘

し
て
い
る

よ
う
に
、
『
荘
子
』

の

み

ヨ

ヘ
へ

く

わ

若

夫
乗
掌
天
地
之
正

一、

而
御

三
ハ
気

之
弁

一、
以
遊

二
無
窮

一
者
、
彼

且
悪
乎
待

哉
。
(
も
し
そ
れ
天
地

の
正

に
乗
り
、

六
気

の
変

を
御

其

角

と

老

荘
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人

文

研

究

第
二
十
五
輯

た

の

し
、

以

て
無

窮

に
遊

ぶ
者

は
、

ま
さ

に
な

に
を

か
待

ま

ん

や
。

)

(
遣

遙

遊

)

に
拠

っ
て

「
遣

遙

遊
」

の
思

想

を
述

べ
て

い
る

の

で
あ

る
が
、

「
鳶

に
乗

て
」

と

い
う

表

現

は
、

な

お
、

予
方

将

下
与

二
造

物

者

一
為

・
人

、
厭

則

又

乗

二
夫
葬

砂

之

鳥

一、

以

出

三
ハ
極

之

外

一、

而
遊

二
無
何

有

之

郷

一
以

処
中
鑛

填

之

野

上
。

(
予

と

も

ま
さ

に
造
物
者

と
人
と
な
り
、
厭
け
ば
則

ち
又

か
の
葬
砂

の
鳥

に
乗

り
、
以

て
六
極

の
外

に
出

で
て
無
何
有

の
郷

に
遊

び
、

壌

娘

の
野

を

に
処

ら

ん
と

す

。
)

(
応

帝

王

)

且

夫
乗

レ
物

以

遊

レ
心
、
託

レ
不

レ
得

レ
己
以

養

レ
中
、

至
　

。

何

作

為
報

也
。

(
且

つ
そ

れ

物

に
乗

り

て
心

を

遊
ば

し

め
、

已

む
を

得
ざ

さ
か

し

ら

る

も

の

に
託

し

て
中

な

る

も

の
を
養

は
ば

、

至

れ

り
。

何

ぞ

作

を

為
報

せ

ん
。

)

(
人

間

世

)

の

「
乗

二
彼

葬
砂

之

鳥

一」

、

「
乗

レ
物

」

な

ど

と

と
も

関

連

が

あ

る

で
あ

ろ

う
。

ま

た

「
白

雲

や
」

と

い
う

表

現

は
、

乗

二
彼

白

雲

一
至

二
於
帝

郷

一。

(
か

の
白

雲

に
乗

り

て
帝

郷

に
至

る
。

)

(
天

地

)

出

二
六
極

之

外

一、

而

遊

二
無

何
有

之

郷

一

(
応

帝

王
、

前

出

)
ら

め

貌

姑
射

之

山
、

有

二
神

人

居

一焉

…

…
乗

二
雲

気

一、

御

二
飛
龍

一、

而

遊

二
四

海

之
外

一。

(
は

る

か

な

る

姑
射

の
山

に
神

人

の
居

る

あ

り
。

…

…
雲

気

に
乗

り
、

飛

龍

を
御

し

て
、

四

海

の
外

に
遊

ぶ
。

)

(
迫

遙

遊

)

と

も

関

連

が

あ

る

と
見

ら

れ

よ

う
。

さ

ら

に

「
春

を

送

る

に
」

は
、

た
だ

単

に
季

を

入
れ

る

必
要

か
ら

い
わ

れ

た

に
す

ぎ

な

い

と

い
う

も

の
で

は

な

く
、

是

之

謂

二
真

人

一若

レ
然

者

…
…

喜
怒

通

二
四
時

一、

与

・物

有

・
宜

。

(
こ
れ

を

こ
れ
真

人

と

い

ふ
。

然

る
が

ご

と
き

者

は

…

…

喜

怒

四

時

に
通

じ

、

物

と
宜

し
き

こ
と
あ

り
。

)

(
大

宗

師

)

相
与

為

二
春

秋

冬
夏

四
時

行

一
也
。

(
相

と

も

に
春

秋

冬
夏

四
時

の
行

を
な

す

な

り

。

)

(
至

楽

)
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な
ど

と
い

っ
た

『
荘

子
』

の
思
想

に

つ
な
が
り
を
持

っ
て
表
現
さ
れ

た
も

の
で
あ
ろ
う
。
林
註

で
は
、

造
遙
遊

の
意
味
を
、
高
く
世
俗

を

離
れ
て
、
優
游

自
在
、
心

の
天
遊
を
楽

し
む

こ
と
で
あ

る
と
説

い
て

い
る
が
、

其
角
も
林
註

に
よ

っ
て
迫
遙

遊

の
境
地
を

一
句

に
述

べ
よ

う
と

し
て

い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
こ
そ
、
芭
蕉
も
判
詞

に

ム

キ
ウ

右

の
句

の
鳶

に

の

っ
て
無
窮

の
空

々
た
る
に
適
遙

せ
ん
事
、
楽
、
猶
窮
な

か
る

べ
し
。

と
評

し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ

に
し
て
も
、
単

に

「
造
遙
遊

」
篇

の

一
部
分
を
切
り
取

っ
て
翻
案
す
る
だ
け

で
は
な
く

て
、

そ

の
思
想

の
最
も
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
警
喩

を
取
り
上
げ

て
俳
諾
的
表
現
を
与

え
、

そ

の
表
現

に
は
ま

た

『
荘
子
』

の
各
篇

か
ら
自
由

に
語
句

・

表
現
を
選

び
上
げ
、
意
味

を
採
り
、
幾
層

に
も
複
雑

な
構
成

を
組

み
上
げ

て
い
る

の
で
あ

る
。
大
変
巧
妙
複
雑

な
知
巧
的
表
現
と

い
う

べ
き

で
、
当
時

の
芭
蕉

に
も
深

い
感
銘
を
与
え

た
も

の
の
よ
う

で
あ
る
。
芭
蕉

は
翌
年

『
次
韻
』

で
、
其
角

の

「
子
丑

の
番
を
寅

に
預
ヶ
て
」
に

コ
ペ

ツ
ボ
ウ

ミ
ド

リ

渾

沌

翠

に
乗

て
気

に
遊

ぶ

(
稲

負

鳥

百
韻

)

と

い
う
句

を
付

け

て

い
る
が

、

そ

れ

が

其
角

の
右

の
発

句

の
表

現

の
構
成

や
、

『
荘
子

』

と

の

か
か
わ

り

方

に
影

響

さ
れ

て

い
る

こ
と

を

見

落

す

こ
と

は

で
き

な

い

で
あ

ろ
う

。

次

に
同

句

合

、

第
九
番

、

左

壁

の
麦

葎

千
年

を
わ

ら

ふ
と

か

や

も

、

「
迫

遙

遊
」

篇

の
寓

言

を
翻

案

し

た
も

の

で
あ

る
。

小

知

不

し
及

二
大

知

一、

小

年

不

レ
及

二
大
年

一、

奨

以

知

二
其

然

一
也
。

朝

菌

不

し
知

二
晦

朔

一、

聴

姑

不

レ
知

二
春
秋

一。

此

小
年

也
。

楚

之

南

、

有

二冥

霊

者

一
、
以

二
五

百
歳

一
為

レ
春

、

五
百

歳

為

レ
秋

。

上
古

有

二
大

椿

老

一、

以

二
八

千

歳

一為

レ
春

、

八
千

歳

為

レ
秋

。

而
彰

祖

乃

今
以

レ
久
特

聞

。
衆

人
匹

レ
之

、

不

二
亦

悲

一乎

。

(
小

知

は
大

知

に
及
ぼ

ず
、

小

年

は
大
年

に
及
ぼ

ず

。

な

に
を

以

て
其

の
然

る
を

知

る

其

角

と

老

荘
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人

文

研

究

第
二
十
五
輯

や
。
朝
菌

は
晦
朔
を
知

ら
ず
、
聴

姑

は
春
秋

を
知

ら
ず
。

こ
れ
小
年

な
り
。
楚

の
南

に
冥
霊

と

い
ふ
老
あ
り
。

五
百
歳

を
以

て
春
と
為

し
、

五
百
歳

を
秋
と
為
す
。

上
古

に
大
椿
と

い
ふ
者
あ

り
。
八
千

歳
を
以

て
春
と
な

し
、

八
千
歳

を
秋

と
な
す
。
し

か
る
に
彰
祖
は
す

な
ら

な

は
ち

今

久

し
き

を
以

て
特

に
聞
ゆ

。

衆

人

こ
れ

に
匹

は

ん
と

す

る

は
、

ま

た
悲

し

か

ら
ず

や

)

(
迫

遙

遊

)

「
壁

の
麦
」

は
、

右

の
文

中

の

「
朝

菌

」

を
俳

譜

化

し

た
も

の
で
あ

る
が

、

こ
れ

は
林

註

の

朝

菌

、

犬

芝

也
。

亦

名

二
日

及

一。

生

二
於
糞

土

一
。

か
ら

思

い

つ
い

た
も

の

で
あ

ろ

う
。

ま

た

「
わ

ら

ふ
と

か

や
」

と

い
う

表

現

は
、

鵬

の
図
南

を
蝸

や

学

鳩

や
斥

鶴

な
ど

が

笑

っ
た
と

い
う

讐

喩

に
よ

っ
て

い
る

の

で
あ

る
。

蝟
与

二
学

鳩

一
笑

・
之

日
、

我

決
起

而
飛

、

槍

二
楡

杭

一。

時

則

不

レ
至
、

而
控

二
於

地

一
而
己

　

。

契

以

之

二
九

万

里

一
而
南

為

。
(
蝸

と
学

つ

鳩

と
之

を

笑

ひ
て

曰
く
、

「
我

決

起

し

て
飛

び
、
楡

防

を
槍

く
、
時

と

し

て

は
則

ち
至

ら
ず

し

て
地

に
控

せ
ら

る

る

の
み

。
な

に
を
以

て

の
ば

九

万

里

に
之

り

て
南

す

る

こ
と
を

為

さ

ん
」
。
)

(
迫

遙

遊

)

斥

鶉

笑

・
之

日
、
彼

且
二
蘂

適

一
也

。
我

騰
躍

而

上
、

不

・
過

二
数

似

一
而
下

、

鋤

二
翔
蓬

嵩

之

間

一、

此

亦

飛

之

至

也
。

而
彼

且
二
契

適

一

い
つ

く

ゆ

也
。
此
小
大

之
弁

也
。

(
斥
鶴

之
を
笑

ひ
て
曰
く
、

「
彼

ま
さ
に
翼

に
か
適

か
ん
と
す
る
。
我
騰
躍

し
て
上
る
も
、

数

似

に
過
ぎ
ず

し

お

ち
が
ひ

て
下

ち
、

蓬

嵩

の
間

を

鋤
翔

す
。

こ
れ
飛

ぶ

の
至

り

な

り
。

而

る

を
彼

ま

さ

に
奨

に

か

適

か

ん
と
す

る
。

」

と
。

こ
れ

小

と

大

と

の
弁

な

り
。
)

(
迫

遙

遊

)

「
壁

の
麦
」

の
句

は
、

「
小

知

不

レ
及

二
大

知

一、

小
年

不

レ
及

二
大

年

一」

と

い
う

「
小

大

之

弁

」

の
意

を
俳

譜
化

し

た
も

の

で
あ

る
。
そ

れ

故

、
芭

蕉

も

こ

の
句

に
対

し

てキ
ン

壁
に
生
ふ
る
麦
は
、
朝
菌

の
晦
朔
を
知
ら
ず
、
冥
霊
大
椿

を
論
ず

る

に
似
た
り
。

一6一



と
判

し
て
い
る
。

こ
の
句

作
に
際

し
、
其
角

は
朝
菌
と
冥
霊

・
大
椿

の
寓
言

に
拠
る
ば

か
り
で
な
く
、
蝸

・
学
鳩

・
斥
鶉
な
ど

の
讐

愉
も

併

せ
用

い
て
い
る
。
ま
た

「
葎
千
年
」

と

い
う
表
現

は
大
樗

や
商

丘

の
櫟

樹

の

「
無
用

の
用
」

を
も

っ
て
天
年

を
保

つ
と

い
う
讐
喩
を
も

重
層
的

に
用

い
て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
第
九
番

左

「
壁

の
麦
」

の
句
も
、
第
六
番
、

「
右

の
鳶

に
乗
て
」

の
句

と
同
様
な
、
複

雑

知
巧
を
極

め
た
表
現
手
法

に
よ

っ
て
作
句
さ
れ
て

い
る

の
で
あ

る
。

そ

こ
で
、

こ
の
二
句

に
通
ず

る
作
句
法

か
ら
当
時

の
其
角

の

『
荘
子
』

に
対
す

る
か

か
わ
り

の
在

り
方

を
見

て
み
よ
う
。

其
角

は
、

こ

こ
で
は

『
荘
子
』

の
心
-

思
想
を
そ

の
ま
ま
丸
の
み
に
し
て
俳
譜
化
す

る

こ
と

に
終
始
し
て

い
る
。

俳
譜
化

と
い

っ
て
も
、
完
全
な
発

句

と
な

っ
て
い
る
か
ど
う

か
は
疑
問

で
あ

っ
て
、
要

す
る
に

『
荘
子
』

の
思
想

を
俳
譜
的

な

ス
タ
イ

ル
で
陳

述

し
た
ま
で
で
あ

っ
て
、

散

文

と
も
何
と
も
見
わ
け
の

つ
か
な

い
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

勿
論
、

こ
れ

は
彼

等
が
志
向

し
て

い
た
破
調

の
句

体

で
あ

る
と
い
う

こ
と
で

は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ

に
し
て
も
寓
意
が
あ
ら
わ

に
す
ぎ
て
詩
的

な
昇
華
が
十
分

に
な
さ
れ
て
い
な

い
と

い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

其
角

が

い
か
に
.熱
心

に

『
荘
子
』

を
そ

の
ま
ま
俳
譜

に
翻
案
す

る

こ
と
を
急

い
で
い
た

か
を
示
す
も

の
で
あ

る
。

し
か
し
、

同
じ
く
梨

と
い

っ
て
曳

半
年
前

に
刊
行

さ
れ

た

『
麟

独
吟
二
+
歌
仙
』

に
お
け
る
そ
れ
が
、

た
だ
単
に
寓

言

の
奇

抜

さ
に
興
じ
て

い
る
だ
け
で
あ

っ
た
の
に
比

し
、

こ
こ
で
は
、

思
想

内
容

を
問
題
と
す
る

に
至

っ
て
い
る
。

そ

こ
に
彼

の

『
荘
子
』
探
究

の

深
化
と
、
俳

譜
観

の
飛
躍
的
進

歩

の
あ

と
が
見
出
さ
れ
る
。
彼

は

『
荘
子
』

の
迫
遙
遊

の
思
想

に
目
が
開
け
始

め
、

こ
れ

に
関

心
を
集
中

し
て
い
る
。

コ
局
く
世
俗

を
離
れ
て
遊

ぶ
」

こ
と
に
あ

こ
が
れ

(
鳶

に
乗
て
)
、

「
無
用

の
用
」

の
意
味

を
知

っ
て
超
俗

の
生
き
方

に
天

年

を
完

う
す

る

こ
と
を
知
ろ
う
と
す

る

(
壁

の
麦
)
。

そ
れ

に
は

「
知

三
天

地

之

外

、
有
二
如

・
許
世
界

一」
(
林
註
)

と

い
う

こ
と
が
必
要

で
あ

る
が
、
世
俗

の
小
人
ど
も
は
か
か
る
大

知
を
知

り
得

な

い
と
し
、
「
小
年
不

・
及

二
大
年

一」
、
「
小
知
不

・
及
二
大
知

一」
と

い
う

『
荘
子
』

の
言

は
ま

こ
と
な
る
哉
と
感
銘

し

て

い

る

の

で
あ

る

(
壁

の
麦
)
。

こ
う

し
て
、
彼

は

『
荘
子
』
的
世

界

の

一
端

を
垣
間
見

た
感
動
と
衿

其

角

と

老

荘
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人

文

研

究

第
二
十
五
輯

(
8

)

侍

か
ら
、
極

め
て
高
踏
的

な
態
度

を
そ

の
ま
ま
揚

言
し
て
は
ぼ

か
ら
な

い
。
し

か
し
、
そ

の
表
現
を
見

る
と
す

べ
て

「
虚
」

の
句
、

す
な

わ
ち
、
寓

言
的
表
現

の
句

で
あ
る
。

『
荘
子
』

の
寓

言

の
奇
抜

さ

に
心
を
ひ
か
れ
、

そ

の
翻
案

に
知
巧

の
か
ぎ

り
を
尽
く

し
、

「
作

の
う

ち

に
作
有
」

(
常
盤
屋
之
句
合
、
第

十
八
番
判
詞
)

る
表
現
技
巧

の
発
揮

に
力

を
そ
そ

い
で
い
る
。

表
現
技
巧

は

『
荘
子
』

の
こ
と
ぼ

や

思
想
を
幾
層

に
も
裁

ち
込

み
、
巧
妙
を
極

め
て
い
る
が
、

そ

の
表
現

の
う

ち
に
含

ま
れ
て

い
る
思
想

は
、

ま
だ
観
念
的

に
鵜

呑

み
に
し
て

い
る

に
す
ぎ
な

い
。
青
年

(
時

に
其
角

は
二
十
才
)

の
客
気
と
野
心
で

『
荘
子
』

を
頭
で
受

け
と

っ
て

い
る

の
で
、

ま
だ
未
熟

で
、
類
型

的

で
、
内

面
的

な
か
か
わ
り

に
ま

で
は
至

っ
て
い
な

い
。

し
か
し
、
と
も

か
く
も

『
荘
子
』

を
、
表
現

に
お
い
て
学

ぶ
だ
け

で
な

く
、
「
虚

の
中

に
実

を

ふ
く
め
り
」

と

い
わ
れ
て

い
る
よ
う

に
、

そ

の
思
想
内
容

を
も
自

ら

の
も

の
と

し
よ
う
と

し
、

こ
れ

を
形
象
化

し
、

時
代

に

さ
き
が
け

て
、
前
進

の
歩

を
進

め
て
い
る

こ
と
は
、
そ

の
表
現

の
張
り

の
強
さ
と
と
も

に
、

み
ご
と
と
称
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

翌
延
宝
九
年
、

二
十

一
才

に
な

っ
た
其
角

は
、
す

で

に
蕉
門

に
お
い
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、

同
年

に
成

っ
た
池
西
言
水
撰

『
東
日

記
』

に
は
多
く

の
作
品
を
採
ら
れ
た
。

こ
の
撰
集

は
、
谷
素

外

の

『
歯
が

た
め
』

に
よ
れ
ぽ
、

其
角
が
板

下
を
書

い
た
と
い
う
が

、
そ

の
こ
と

で
も
知
ら
れ

る
よ
う

に
、

新
風

の

一
方

の
雄

言
水
と
親
し
く
、

そ
れ

で
採
ら
れ
た
句
数

も
多
く
な

っ
た
と

い
う

こ
と
も
あ

っ
允
か
も
し
れ

な

い
が
、
実

に
二
十

八
句

を
数

え
る
の
で
あ

る
。
そ

の
中

に
は
次

の
よ
う
な
作
品

も
見
え

る
。

読

二
荘
子

一

彼

.
是

は
嵐
雪

の
偽
花

の
う
そ

こ
の
作
品

に
見

ら
れ
る

「
読
二
荘
子

一ー

偽
ー

う
そ
」

と

い
う
関
連

は
、
岡
西
惟

中

の
寓
言
説

の
根
拠

と
な

っ
た
林

註
の

一
節

に
典
拠
を

有

す
る
。

如

・
此
推

尋
、
転
見
二
迂
誕

一、

不
・
知
二
此
正
荘
子

滑
稽

処

一、

如

今

人
瞬所

謂

断

頭
話
。

正
要

二
学
者
如

レ
此
掃
摸

一、
前

後
解
者
、

正
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落
二
其
圏
櫃
中

一、
何
足

二
以
読
二
荘
子

一、
其
実
皆
寓

言
也
。

(
適

遙

遊
)

こ
の

一
節

の

「
(
何
足
以
)
読
荘
子
、
其
実
皆
寓

言
也
」

か
ら
、
「
読
二
荘
子

一
彼

.
是

は
嵐
雪

の
偽
花

の
う
そ
」

が
引

き

出

さ
れ
た

の

で
あ
る
か
ら
、
両
方

か
ら

「
読
荘
子
」

を
引
き
去

れ
ば

発
句

は
寓

言
と
等
価

に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
上
五

の

「
彼

.
是

は
」

と

い
う

の
は
、

「
斉
物
論
」

篇

の
彼
是
方
正
之
説

の
語
句

を
取
り
用

い
た
も

の
で
あ

る
。

『
田
舎

之
句
合
』

の
序

に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
嵐
雪

は

「
斉
物

論
」

の
論
法

め
か
し
た
表
現
を
好

ん
だ

よ
う

で
あ

っ
た

か
ら
、
其
角

は
そ
れ

を
ほ
め
上
げ
、
『
荘
子
』

を
読
む
と
、
そ

の
寓

言

の
お
も

し
ろ

さ
か
ら
嵐
雪

の
句

の
奇

抜
な
表
現
が
思

い
う

か
べ
ら
れ

る
と

い

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
其
角

の
わ

か

っ
た
よ
う
な
、
わ

か
ら
な

い
よ

う
な
表
現
も
ま

た
意
識
的

に

「
斉
物
論
」

の
表
現

に
な

ら

っ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

ず

い
分
作

為
を

こ
ら

し
た
作
品

で
あ

る
が
、

ま
だ
其
角

が
俳
譜
観

に
お
い
で
惟
中

の
俳
譜
寓

言
説
が
立
て
た
俳
譜
11
寓
言

(
虚

U
実
)

と

い
う
思
考

の
パ
タ
ー
ソ
か
ら
脱

皮
し
き
れ
ず
、

試
行
錯

誤
を
繰

り
返

し
て

い
る
状
態
を
示
し
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。
芭
蕉

の
作
品

で
さ
え
も

『
東
日
記
』

に
お
い
て
は

五
月

雨

に
鶴

の
足

み
じ

か
く
な
れ
り

愚

に
暗

く
棘

を

つ
か
む
螢

か
な

と

い

っ
た
程
度

の
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
其
角
が

ま
だ

こ
の
あ

た
り

の
壁

に
つ
き
あ
た
り
、

こ
れ
を
突
破

で
き
な

い
で

い
る

の
も
や
む
を

得

な

い
こ
と

で
あ

っ
た
ろ
う
。

し

か
し
、
其
角

・
芭
蕉

の
句

と
も
、
延
宝
九
年

よ
り
以
前

の
作

で
あ
る

か
も
し
れ
ず
、

こ
れ

ら
の
作
品

で

『
俳
譜
合
』

の
線

よ
り
も
後

退
し
た
と

は
必
ず

し
も
断
定

で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。

『
東
日

記
』

に
お
い
て
、
其
角
と

の
親
交

の
深

さ
を
示

し
た
言
水

は
、

ま
た

『
荘
子
』

に
深

い
関
心
を
持

っ
て
い
た
。
彼

自
身
も
、

こ

の
撰
集

に

バ

ク

蝶
飛

で
獲
ざ

れ

か
瓦
る
気
色
哉

其

角

と

老

荘
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人

文

研

究

第
二
十
五
輯

と

い
う
句

を
載

せ
て
い
る
。

ま
た
、
同
書

に
序
文
を
書

い
た
才

丸
も
、

『
荘
子
』

を
読

ん
で
い
た

こ
と

は
、

そ

の
序
文

に
引
用

し
た

「
斉

物

論
」

の

一
節

か
ら
も
知
れ
る
し
、
さ

ら

に

「
至
楽
」
篇

の
空
燭
膿

の
寓
言

に
よ

っ
た

イ

ゾ

ル

下
野

の
国

に
行

脚
し
け

る
比
、
出
流
が
原

に
草
枕

し
て

ロ

サ

ド

カ

ナ

ベ

心
覚
て
蓬

霜
枯

の
古
膿

の
句
が
あ

る

こ
と
か
ら
も
窺

え
る
。

こ
の
よ
う

に
、
芭
蕉
だ
け

で
な
く
、
当
時
俳
風
革
新

の
第

一
線

に
立

っ
て

い
た
有
力
作
老
達

も
ま

た

『
荘
子
』

を
読

み

つ
つ
あ

り
、
其
角

は

こ
れ
等

の
作
者
達
と
風
交
を
持

つ
こ
と

に
よ

っ
て
、

そ

の

『
荘
子
』
探
究
熱

に

一
層

の
油

を
そ
そ

が
れ

た
も

の
と
推
察

さ
れ

る
。

『
東
日
記
』
が
出

て
間
も
な
く
、

『
俳
譜

次
韻
』

二
百
五
十
韻
が
芭
蕉

・

其
角

・
揚

水
と
才

丸

に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ

た
。
最
初

の
五

十
韻

は
、

芭
蕉
…の

、

キ

ジ

ハ
ギ

鷺

の
足
雑

脛

長
く
継
添

て

で
始

ま

っ
て

い
る
。

こ
れ
を
受

け
て
、
其

角
は

コ
ノ這
句

以
コ
荘
子

↓
可
蹄
見

ッ
　

ゆ
も

と

付

け

た
。

芭

蕉

の
句

が

、

『
荘

子

』

「
麟
栂

」

篇

の

「
鬼

脛

錐

レ
短
、

継

レ
之

則

憂
、

鶴

脛

難

レ
長
、

断

レ
之

則
悲

」

(
飛

の

足

短

し

と

い

へ
ど

も
之

を
続

が
ば

則

ち
憂

へ
ん
。

鶴

の
足

長

し
と

い

へ
ど

も

之

を

断

た
ば

則

ち
悲

し

ま

ん
)

に
拠

っ
て

い
る

こ
と

を
明

ら

か

に

し
た

も

の

で
あ

る
。

『
次

韻

』

は
巻

末

の
余

興
四

句

で
も

イ

ボ

附
贅

一
つ
奨

に
置
け
り
日
ク
露

揚

水

一10一



無
用

の
枝

を
立
し
犬
蘭

擁

青

一

夜

ル
白
ハ
の
朝

咲
花

に
あ

ら
そ

ひ
て

其

角

デ

ン
リ

塵
裡

の
四
虫

音
を
隠
る
也

才

丸

と

「
駐
掩
」
篇

の
附
贅
県
疵

・
餅
栂
技
指

の
警

喩
を

モ
チ
ー

フ
と
し
て
付

合
を
展

開
し
て

い

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
、

『
次
韻
』

は
冒

頭
と
巻
末

に

『
荘
子
』
傾
倒

を
旗
じ
る

し
と

し
て

か
か
げ

た
異
色

の
二
百
五
十
韻

で
あ
る
が
、

そ

の
中

に
、
其

角
も

一
句

『
荘
子
』

に
拠

っ
た
句

を
付

け
て

い
る
。

フ
カ

ク
玄

又
玄

し
龍

頭

の
国

才

丸

俗

の

い
ふ
鹿

島

の
海

の
底

な

る
や

其

角

(
世

に
有

て

百
韻

)

才

丸

の
句

は

『
老

子
』

体
道

章
第

一
の

玄

之

又
玄

、

衆

妙

之
門

門

。

(
玄

の
叉

玄

は
、

衆

妙

の
門

な

り
。

)

に
拠

つ
た
も

の
で
あ

る
が

、

こ
れ

に
付

け

た
其

角

の
句

は
、

「
玄

又

玄

し
」

を
受

け

て

『
荘
子

』

の

世
俗

之
所

・
謂

然
、

而

然

レ
之

。

(
世

俗

の
謂

ふ

と

こ
ろ

の
然

に

し

て
、

こ
れ

を
然

り

と
す

。

)

(
天

道

)

此

世

俗
之

所

・
謂
知

也

。

(
こ
れ

世
俗

の
謂

ふ
と

こ
ろ

の
知
な

り

。

)

(
肱

筐

)

な

ど

に
拠

っ
て
そ

の
表

現

を
考

え

出

し

た
も

の
で
あ

ろ

う

。

「
天
道

」

篇

に
は
、

深

之

又

深
、

而
能

物

焉

(
深

の

又
深

に

し
て
、

よ
く

物

た
り

。

)

な

ど

と
あ

っ
て

『
老
子

』

の

「
玄

之

又

玄
」

と
思

想

・
表

現

に
お

い
て
連

関
す

る
も

の
を
持

っ
て

い
る

の
で
、

そ

こ

か
ら
、

同

篇

の

「
世

俗

之
所

謂

…
…
」

と

い
う

よ
う

な
語

句

を
思

い
お

こ

し
て

来

た

の
で
あ

ろ
う
。

し

か
し
、
こ

の
付

合

は
、
何

か
も

っ
た

い
ぶ

っ
た
表
現

が

目

、其

角

と

老

荘

一一11一



人

文

研

究

第
二
十
五
輯

に

つ
く
だ
け
で
、
老
荘
と

の
つ
な
が

り
は
語
句

の
形

の
上
だ
け

の
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
は
前
句

の
才

丸

の
句
が

『
老
子
』

の
語
句
を
取

り

用

い
な
が

ら
、
そ

の
内
容

に
か
か
わ

る
所

の
な

い
句

で
あ

っ
た
か
ら
で
あ

る
。

し
か
し
、

あ
え
て

「
俗

の
い
ふ
」

と

い
う
口
ぶ
り
を
示
し

た
と

こ
ろ

に
、
古

風
、
談
林

の
俗
流
俳
譜
を
見

下
し
、

お
の
れ

の
作
風

を
ひ
と
り
高
し
と
す

る
意

識
が
う

か
が
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

『
次
韻
』

に
お

い
て

『
荘
子
』

と
か
か
わ
り
を
持

っ
た
句

を
、

四
作
者
通
じ

て
見

る
と
、

「
適

遙
遊
」

の
思
想

を
中
心
と

し
作
句

し
、

「
麟
撮
」
篇

の
発
想
法
も
大

き
く
と
り
入
れ

て

い
る

こ
と
が

わ

か
る
。

こ
れ
等

の
思
想
内
容

は
、
す

べ
て
翻
案
す

る
こ
と
を
通
し
て
俳
譜

化

さ
れ
、

ま
た
、
そ

の
表
現

は

『
荘
子
』
各
篇

の
語
句

を
取

り
用

い
て
知
巧
性

と
屈
折
を
与

え

ら
れ

て

い
る
。

か

く

て
出

来

上

っ
た
句

は
、

ほ
と
ん
ど
す

べ
て
談
林
風

に
は
見

ら
れ

な
か

っ
た
新

し

い
寓
言
的
な
表
現
様
式

を
得

て
来

て

い
る
。

『
俳
譜
合
』

の
中

の
芭
蕉

の
判

詞
を
借
り
れ
ぽ
、

「
作

の
う
ち

に
作
有

て
、

虚

の
中

に
実
を

ふ
く

め
り
」

と

い
う
風
体
が
形
成

さ
れ

て
来

て

い
る
。

『
田
舎
句
合
』

に
お

け

る
達
成

を
連
句
創
作

に
お

い
て
も
実
現

し
て
い
る

の
で
あ

る
。

か
く

て
、
寓
言
論

は
、
談
林
的

な
遊
戯
文
芸
観
を
越

え
て
、
実

(
理
)

を
と
り
も
ど

し

つ
つ
あ
り
、

俳
諸
観

の
内

面
を
支
え

る
も

の
に
転
化

し
て
来

て

い
る
の
で
あ

る
。

こ
の
達
成

の
上
に
立

っ
て
、
次

の

『
虚

栗
』

に
お
け

る
作

風

の
新
展
開
が
な
さ
れ

て
ゆ
く

の
で
あ

る
。

天
和
三
年
、

二
十
三
才

に
な

っ
た
其
角

は
、
そ

の
第

一
撰
集

『
虚
栗
』

を
出
し
て
、

蕉
門
第

一
の
高
足
と
し
て
の
評
価

を

か
ち
得

た
。

勿
論
、

芭
蕉

の
懇
切

で
し
か
も
き

び
し

い
監
修
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

そ

こ
に
は
紛
う
方

も
な
き
其
角

の
個
性
が
示
さ
れ
て

い
る
。

こ

の
撰
集

に
も
、
芭
蕉

は

『
荘
子
』

に
典
拠

を
持

つ
作
品
を
出

し
て
い
る
。

ほ
か
に
康

塒

・
揚
水

・
楓
興

・
瓠
落

・
鼓
角
な
ど
も

『
荘
子
』

の
寓
言

に
拠
り
、

そ

の
語
句

を
用

い
た
句
を
採
ら
れ
て

い
る
。
其
角
自
身
も

我
句
人

し
ら
ず
我

ヲ
暗
ク
も

の
は
子
規

と

b
う
向

を
出

し
て

恥
る
。
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こ
れ

は世
人

以

二
形

色
名

声

一、

為

レ
足

三
以

得

二
彼

之

情

一
。

夫

形
色

名

声

、

果

不

レ
足

三
以

得

二
彼

之

情

一、

則

知

者

不

レ
言
、

言

者

不

レ
知
、

而

ま

こ

と

世
豊

識

レ
之

哉

。

(
世
人

は
形

色

名

声

を
以

て
、

以

て
彼

の

情

を
得

る

に
足

る

と
な

す

。

さ

れ

ど

も
、

夫

れ

形

色

名

声

、
果

し

て
彼

の
情

を
得

る

に
足

ら
ざ

れ
ぽ

、

知

る
者

は
言

は
ず

、

言

ふ
者

は
知

ら
ず
。

而

か
も

世
、

量

に
之

を
識

ら

ん

や

。
)(

天

道

)

に
拠

っ
て

い
る

の

で
あ

る
が

、
林

註

で
は
原
文

を

解

し

て
後

に
、

故

知

・
道

者

必

不

・
言
、

而
有

・
言
者

、

必
非

二
知

・
道

者

一也

。

今

世

人
、

其

識

見

量

及

・
此

、

所

二
以

可

τ
悲

也
。

と
嘆

じ

て

い
る
。

新

風
展

開

の
た

め

に
あ

ら

ん

か
ぎ

り

の
力

を

尽

く

し
、

こ
れ

こ
そ

は
と
思

う
作

品

を

世

に
問

う

て
も
、

世

人

は
既
成

の

俳

壇

に
お
け

る
声

価

や
地
位

に
よ

っ
て

の
み
判

断

し
、

わ
が

句

の
真

価

を

知

る
人

は
な

い
。

俳

道

廃

れ

た

り
、

と

い
う
嘆

き

を
持

っ
て

い

た
其

角

に

は
、

「
天

道
」

篇

の

こ
の

一
節

と
、

そ

の
林

註

と

は
、

ま

こ
と

に
己

れ

の
思

う
所

を

言

い
得

て

い
る

も

の
と
思

わ

れ

た

た

に
違

い
な

い
。

句

は
少

し
悲

壮
感

が

す
ぎ

て

い
る

よ
う

に
も

思

わ

れ

る

が
、

た

し

か

に
当

時

の
俳

壇

や

こ
れ

を

取

り
巻

く

世
人

は
、

ま

だ
旧

態

依

然

と

し

て
貞

門

・
談
林

の
風

の
中

に
あ

っ
て
、

天
和

初

年

の
其

角

等

は
常

に
少
数

派

と

し

て

の
悲

哀

感

を
身

に
し

み

て
感

じ

続

け

て

い

た

に
違

い
な

か

っ
た

の
だ
。

そ
れ

故

、

「
我

句

人

し
ら

ず
」

で
、

我
句

を

知

っ
て
、

共
感

の
声

を
発

し

て
く

れ

る
も

の

は
、

あ

の
子

規

だ

け

だ

と
、

実

感

に
立

っ
て
訴

え

て

い
る

の

で
あ

る
、

「
所

二
以

可

τ
悲

也
」

を
、

暗

く
子

規

に
よ

っ
て
表

現

し

た

の

は
、

か
な

り

真
実

感

を

告

げ

得

て

い
る

と

い
え

よ

う
。

『
荘

子

』

に

こ
と
ば

を

取

っ
た
寓

言
的

表

現

が
、

こ

の
よ

う

に
真

実
感

表
現

の
方

法

に
ま

で
高

め

ら

れ

て

来

て

い
る

の

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

本

書

所
収

、

芭

蕉

の
僖

鼠

の
句

と

同
傾

向

を
行

く
作

風

で
あ

る
。

こ
の
子

規

の
句

と
序

の

噛

コ
古
-
人

貧

-
交

-
行

.
之
詩

↓
吐

テ
而
戯

序

ス

其

角

と

老

荘
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人

文

研

究

第

二
十

五
輯

翻

セ
パ
レ
手

.
作

リ
レ
雲

ト
覆

ヘ
パ
レ
手

ラ
雨

紛

-
々
タ
ル
俳

-
句

何

ゾ
須

ヶ
ン
・
数

フ

世

不

ヤ
レ
見

宗

鑑

ガ
貧

.
時

!
交

ハ
リ

ス
テ
し

此
レ
道
今
り
人

棄

如
の
土
ノ

凧
よ
世

に
拾

は
れ
ぬ
み
な
し
栗

と
関
連

さ
せ
て
読

ん
で
み
る
と
、

二
句
間

に
内
容

の
共
通
性
が
あ
る

こ
と
が

わ
か
る
で
あ

ろ
う
。

い
ず

れ
も

『
虚
栗
』

で
評
価
が

定
ま
る

以
前

の
新

風
模
索
時
代

の
其
角

の
気
負

い
と
悲

壮
感

を
う
か
が
う

に
足

る

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ

は
卑

屈

や
無
力
感
と

は
関

わ
り
の

な

い
、

む
し
ろ

「
無
用
之

用
」

の
思
想

に
立

つ
も

の
で
あ
る
故

に
、

人

に
知
ら
れ
な
く

て
も
、
拾

わ
れ
な
く

て
も
、
真
価

は
自

ら
知

っ
て

い
る

の
だ
と

の
自
負

を
示

し
て

い
る
。

そ
う
見

て
み
る
と
、
書
名

の

『
虚
栗
』

も
、

や

は
り
老
荘
的
な

「
無
用
之

用
」

に
立

つ
世
界
観

を

背

景
と

し
て
持

っ
て

い
る
と
考

え
ら
れ
る
も

の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

『
虚
栗
』

で
其

角

は
芭
蕉
と
く

つ
わ
を
並
べ
て
、

『
荘
子
』

を
典
拠

と
し
、

『
荘
子
』

の
語
句

を
取
り
用

い
な
が
ら
、

表
現

に
文
学
性

を
与

え
る
と

こ
ろ
ま
で
進

み
得

た
。

そ

の
内
容

は
ま
だ
純
熟

し
て
は
お
ら
ず
、
表
現
も
ま

た
生
硬

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
こ
で
談
林
寓

言
論

の
俳

譜
観
と
方

法
論

を
超
克

す
る

こ
と
が

で
き

た
。

か
く
し
て
天
和
調
が
築

か
れ

た
の
で
あ

る
が
、

こ
れ
を
基
礎
と

し
、

や
が

て
更

に
そ

の
上

に
蕉
風
を
開

い
て
ゆ
く

こ
と

に
な
る

の
で
あ

る
。

も

っ
と
も
、

こ
れ

は
芭
蕉

や
其

角

の
よ
う

に
特

に
す
ぐ
れ
た
資
質

を
持

っ
た

作

者

の
み
が

な
し
得
る
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
。

『
荘
子
』

を
お
な
じ
く
典
拠
と
し
な
が
ら
、

『
虚
栗
』

で
も
廉

塒

・
揚
水

・
鼓
角

・
瓠
落

・

楓

興
な
ど

は
、

ま
だ

『
東
日
記
』

・

『
次
韻
』

と
い

っ
た
あ
た
り

の
レ
ベ

ル
に
停
滞

し
て

い
る

の
を
見
る
の
で
あ
る
。

『
虚
栗
』

に
よ

っ
て
蕉
門
第

一
の
高
足
と

し
て
の
名
声

・
地
位
を
確
立

し
た
其
角

は
、

翌
貞

享
元
年
、

二
十
四
才

の
二
月
十

五
日

に
江

耳



戸
を
出

立

し
、
東
海
道

を
西

上
、

美
濃

・
伊
勢

を
経

て
京
都

に
至

り
、

同
地

の
俳
人
と
風
交
を
重

ね
、

さ

ら

に
大

阪

に
出

て
、
六
月

五

日
、

井
原
西
鶴

の
住
吉
社
前

で
の

一
昼
夜

二
万
三
千
五
百
句

の
矢

数
俳

譜

の
後

見
人

の

一
人
と
な
る
な
ど
、

一
流
俳
人
と

し
て
の
活
躍

ぶ

り
を
示
し
た
。
秋
江
戸

に
帰

っ
た
が
、

こ
の
年

は
、
右

の
よ
う

に
大
半
を
旅
泊

の
う
ち

に
過

し
た
。

翌
貞
享

二
年
、

二
十
五
才

の
五
月
、

箱
根
木
賀

山

に
病
気

の
療
養

に
滞
在

し
た
。

深
川

の
木
場
あ

た
り

に
嵐
雪

や
破
笠

と
八
畳

一
間

に
同
居

し
、
鍋

一
つ
に
炮

録

一
つ
だ
け

の

放
縦

な
生
活

を
し
た
と

い
う

の
も

こ
の
前
後

の
こ
と
だ

っ
た
と

い
う
。

六
月

に
は
、
芭
蕉

の
さ
ば
き

で
、
尾
花
沢

か
ら
出
府

し
た
鈴
木
清

風

ら
と
古
式
之
俳

諾

一
巻
を
巻

い
た
。

貞

享

三
年

春
、
彼

の

日

の
春
を
さ
す
が

に
鶴

の
歩
み
哉

を
立
句

と

し
て

「
丙
寅
初
懐
紙
百
韻
」

の
興
行

が
あ

っ
た
。

三
月
、
芭
蕉
庵

に
■お

い
て

「
蛙
合
」
興
行
。
衆
議
判

に
加

わ
る
。

こ
う

し
て
其
角

は
貞

享

に
入

っ
て
初
め

の
頃

は
、
旅

に
出

た
り
病

気

に
な

っ
た
り
の
状
態

で
虚
栗
調

の
延

長
線
上

に
あ

っ
た
が
、
野
ざ

ら

し
の
旅

か
ら
帰

っ
た
芭
蕉
が
深
川

に
落

ち

つ
い
て
門

下
を
指
導
す

る
よ
う

に
な

っ
て
か
ら

は
、
そ

の
句
風

に
同
化
さ
れ
、
次
第

に
蕉
風

へ
と

醇

化
さ
れ

て
い

っ
た
。

芭
蕉

は
、

こ
の
期
間

に

『
荘
子
』

に
静

か

に
、

深
く
沈
潜

し
て
い

っ
た
が
、
其
角

は

『
虚
栗
』

作
風

か
ら
脱
皮
す

る
に

つ
れ

て
、

文

学
や
世
界
観

の
問
題
を
と
く

に

『
荘
子
」

に
限
定

し
て
問

い
か
け
て
ゆ
く

こ
と

は
な
く
な

っ
て
い

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

貞
享
以
後

は
、
も

は
や
以
前

の
よ
う

に
真
摯
熱
烈

に

『
荘
子
』

に
挑

み
か
か

っ
た
作
品

は
見

ら
れ
な
く
な

っ
て

い
る
。

し
か
し
、

知
識

・

経
験

.
教
養
を
積

み
重
ね
て
ゆ
く
う
え

に
、
そ

の

一
要

素
と
し
て

『
荘
子
』

を
摂

取
す

る

こ
と

は
続
け

て

い

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

『
蛙
合

』
興
行

に

一
座

し
た
折

に
は
衆
議
判

の

一
員
と
し
て
、
第

二
番
、
右

の
判
詞
、

游
泥

の
中

に
身
を
よ
ご

し
て
、

不
才

の
才

を
楽

し
み
侍

る
亀

の
憐

の
か
は
つ
な
ら
ん
。

其

角

と

老

荘
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人

文

研

究

第

二
十
五
輯

は
、

『
荘

子

』

「
秋

水

」

篇

の

荘

子

釣

二
於

撲

水

一。

楚

王
使

二
大

夫

二
人
往

先

一
焉
。

日
、

願

以

二
境

内

一累

　

。

荘

子

持

レ竿

不

レ
顧

日
、

吾

聞
、

楚

有

二
神
亀

一、

死

己

三

千

歳

　
。

王
巾

笥

而

蔵

二
之

廟

堂

之

上

一
。

此

亀

者
、

寧

死
為

二
留

レ
骨

而
貴

一乎

。
寧

其

生

而

曳

二
尾

於

塗

中

一乎

。

二
大

夫

日
、

寧

生

而
曳

二
尾

塗
中

一
。

荘

子

日
、

往

　

。

吾
将

曳

二
尾

於

塗

中

一。

(
荘

子

、
撲

水

に
釣

り

す

。

楚

王
、

大

夫

二

人

を

し

て
往

き

て

先

ん
ぜ

く

に
の
う

ち

し
む
。

曰
く

「
願

は
く

は

境

内

(
の
政

務
)

を
以

て
累

は
さ

ん
」
と
。

荘
子
竿
を
持

ち
、
顧
ず

し
て
曰
く
、

「
吾
聞
く
、
楚

に
神
亀

有

り
。

死
し
て
す

で
に
三
千
歳
な
り
。
王
、
巾
笥
も

て
こ
れ
を
廟

堂
の
上

に
蔵
す

と
。

こ
の
亀

は
、
む

し

ろ

死

し

て
骨

を
留

め
て
貴

き

を
為

さ
ん
か
。
む

し
ろ
そ
れ
生
き

て
尾
を
塗
中

に
曳

か
ん
か
」

と
。

二
大
夫

日
く
、

「
む
し
ろ
生
き

て
尾
を
塗
中

に
曳

か
ん
」

と
。

荘
子

曰
く
、

「
往
け
。
吾

は
ま
さ

に
尾
を
塗
中

に
曳

か
ん
と
す
し

と
。
)

に
拠

る
も

の
で
あ
る

こ
と
を
、
聞
き
も
し
、
見
も

し
た

こ
と

で
あ

ろ
う
。

翌
貞
享
四
年

十
月
十

一
日
、

『
笈

の
小
文
』

の
旅

に
出

立

つ
芭
蕉

へ
の
饒
別

の
四
十
四
が
興
行
さ
れ

た
。

十
月
十

一
日
饒

別
会

旅
人

と
我
名
よ
ば
れ

ん
初
霧

芭

蕉

亦

さ
父
ん
花
を
宿

く

に
し
て

由

之

カ

マ
ク

キ

鶴

鶉

の
心

ほ
ど
世

の
た

の
し
き

に

其

角

(
続
虚
栗
)

由
之

の
脇

に
付
け
た
其
角

の
第

三
は
、

い

う

ま

で
も

な

く

『
荘
子
』

の
鶴
鶴

一
枝

の
讐
愉

に
よ

っ
て
い
る
。

こ
の

「
鵜
鵬
巣

二
於
深

林

一、
不

・
過

一二

枝

}、
僖
鼠
飲

・
河
、
不

・
過
二
満
腹

一」

(
鶴
鵡

は
深
林

に
巣

く
ふ
も

一
枝

に
す
ぎ
ず
、

仮
鼠

は
河

に
飲

む
も
満
腹

に
す
ぎ

ず
)

と

い
う
磐

喩

は
、
林
註

に
は

「
外
物

を
以

て
自

ら
其

の
身
を
喪

は
ざ

る
」

許
由
自

身

の
自
足

の
心
境

を

い
う
も

の
だ

と
解
説
さ
れ

て

一16一



い
る
。
其

角

は
、

や

は
り
こ
の
林
註

に
よ

ウ
て
鶴
鵬

一
枝

の
唇

喩
を
受
け

と

ウ
て
い
る

の
で
、

前
句

「
亦

さ
父
ん
花

を
宿
く

に
し
て
」

に

「
鶴
醜

の
心

ほ
ど
世

の
た
の
し
き

に
」

と
付

け
て
い
る

の
で
あ
る
。

発
句

と
は
打
越

し
の
関
係

に
あ
る

か
ら
、
直
接
芭
蕉

の
こ
と
を

い

っ
た
と
は

い
い
難

い
で
あ
ろ
う
が
、
意
識

の
底

に
は
、

や

は
り

「
自
足

・
自
得
」

の
境

位

に
達

し
て
い
た
師

の
お
も

か
げ

を
そ

こ
は
か
と

な
く
抱

い
て
付
け

た
も

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

そ
れ

は
と
も

か
く
、

二
十
七
才
冬

の
其
角

は
、

や

は
り
、

こ
れ
だ
け
落

ち

つ
い
た
句

を

作

り
、

『
荘
子
』
と

こ
の
よ
う
な
内
面
の
交
り

を
持

つ
こ
と
が

で
き
る
ま

で
に
な

っ
て
き
て

い
た

の
で
あ
る
。

こ

の

四

十

四

を

収

め
た

『
続
虚
栗
』

に
、

ツ
ノ

李
白
に
募
る
蓋

の
数

野

馬

俳

譜

の
誠

か
た
ら
ん
草
ま
く
ら

其

角

(
哺
く

く

も

の
歌
仙
)

と

い
う
付
合

が
あ

る
。

「
俳
譜

の
誠
」

に
思

い
を
致
す
よ
う

に
な

っ
た
其
角

の
俳
譜
観

は
、

貞

享
年
代

の
俳
譜

の
史
的

発
展

の
中

で
形
成

さ
れ

た
も

の
で
あ

っ
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、

お
の
ず

か
ら
そ
う
な

っ
た

の
で
は
な
く
、
芭
蕉

の
指
導

や
其
角
自
身

の
努
力

・
修

練

の
結
果

と

し
て
得

た
も

の
で
も
あ

っ
た
。

こ
う

し
た

「
誠
」

に
も
と
ず

く
俳
譜
観

と
、
深
化

し
て
き

た
彼

の

『
荘
子
』
観

と

は
有
機
的

マ
　

な
関
連

を
も

っ
て
相
互

に
働
き

か
け
合

い
な
が
ら
、

そ

の
形
成

を
続
け

て
き
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
う

し
た
外
物

に
と
ら
わ
れ
ざ

る
自
足

の
心
境

を

『
荘
子
』

か
ら
読

み
と
る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と

は
、

其
角
と

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ

り

に
お
い
て
到
着

し
た

一
つ
の
頂
点

で
あ

っ
た
。

以
後

は
大
体

こ
の
形

の
か
か
わ
り
を

『
荘
子
』
と
持

っ
て
ゆ
く

こ
と

に
な
る
。

こ
の
饒
別
句
会

か
ら
五
年

目

の
元
禄
四
年

に
成

っ
た

『
雑
談
集
』

に
は
、
次

の
よ
う
な
句
評
が
あ

る
。

さ
み
だ
れ

に
か
く
れ

ぬ
も

の
や
勢
田
の
は
し

翁

ハ
ギ

此

は
し

の
名
大

か
た

の
名
所

に

か
よ

ひ

て
、

矢

矧

の

は
し

と

も

申

べ
き

に
や
。

長
-
橋

の
天

に

か

蕊
る
、

勢

田

一
-
橋

に

か
ぎ

る

べ

か
ら

其

角

と

老

荘

一17一



人

文

研

究

第

二
十
五
輯

ず

、

と
難

ぜ

し

よ

し
、

京

・
大

津

よ
り

聞

え
侍

る

に
、

去

来
が

湖

の
水

ま

さ

り
け

り
五
月

雨

セ
ツ

ス

バ
ウ

と

云

へ
る
、

ま

こ
と

に
湖

-
鏡

一
-
面

に
く

も

り

て
、

「
水

接

レ
天

二
」

と

み
ぬ
。

八

景

の
亡

ぜ

し
折

か
ら
、

こ

の

一
橋

を
見

付

た

る
、
時

と

云
、

所

と

い

ひ
、

一
句

に
得

た

る
景
物

の
う

こ

か
ざ

る
場

を
、

い
か
で
及

ぬ

べ
き

や
。

文

-
章

の

み
も

の

に

あ

つ

か
ら
ず

と

云

へ
る

コ
シ
ヤ

聲

者

の
た
ぐ

ひ
成

べ
し
。

(
雑

談

集
)

こ
の
評

の
結

び

の
こ
と
ば

は

『
荘
子
』

「
遣
遙
遊
」
篇

に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

あ
や

瞥

者

無

三
以

与

二
乎

文

章

之

観

一。
聾

者

無

三
以
与

二
乎

鐘

鼓

之

声

一
。
量

唯

形

骸
有

二
聾

亡目
一哉

。

夫

知

亦

有

・
之

。

(
瞥

者

は

以

て
文

い

ろ
げ

り

か
が

そ

章

の
観
め

に
与
ら
ず
、
聾
者

は
以

て
鐘

鼓

の
声

に
与

る

こ
と
な
し
。

山豆
に
唯

に
形
骸

に
の
み
聾
と
盲
と
あ

ら
ん
や
。
夫
れ

知

に
も
亦

こ
れ
あ
り
と
。
)

芭
蕉

の
句

は
元
禄

元
年

の
作
、
去

来

の
句

は

『
暖

野
』

に
載

っ
て

い
る
も

の
で
あ

る
か
ら
、

こ
の
句
評

は
其
角

の
元
禄

元
年

七
月

の
上

方
滞
在

の
折

の
経
験
を
材
料

と
し
て
元
禄
四
年
頃
書

い
た
も

の
で
あ
ろ
う

か
。

散
文

で
あ

る
た
め
も
あ

る
が

「
聲
者

は
以
て
文
章

の
観

に

与

ら
ず

…
…
豊

に
唯

に
形
骸

に
の
み
聾
と
盲
と
あ
ら
ん
や
。

夫

れ
知

に
も
亦

こ
れ
あ
り
」

と

い
う

『
荘
子
』

の
所
説
を
そ

の
ま
ま
す

な
お

に
肯

定
引
用

し
て
い
る
。ヨ
ロ
コ
プ

ィ

カ

ル

ク

ソ

荘
子

に
陽

の
字

を

喜

、
陰

の
字

を

怒

と
訓
ぜ

し
も

一
気

の
は
こ
び
成

べ
し
。

ヨ

ロ

コ

プ

イ

カ

ル

『
雑
談
集
』

に
は
又

こ
の
よ
う
な
説
も
見

ら
れ
る
。

た
だ

し

『
荘
子
』

に
は

「
陽
」

の
字

を

「
喜
」
、

「
陰
」

の
字

を

「
怒
」

と
訓
じ
た
例

は
見
当

ら
な

い
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

「
在
宥
」
篇

に

た
す

入
大
喜
邪
、
砒
於
陽
、
大
怒

邪
、
砒

於
陽

。

(
人
、
大

い
に
喜
憾

ん
か
、
陽

を
砒
け
、
大

い
に
怒

ら
ん
か
、
陰

を
砒

く
。
)

、
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と
あ
る

の
を
指

す

の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
わ
れ
る
。

一
気

の
動
静

に
よ

っ
て
陽

・
陰
が
生
じ
る
と

い
う

の
は
、
す

で
に
老
荘

に
も
見

ら

れ

る
思
想

で
あ
る
が
、
む
し
ろ
宋
学

に
お

い
て

よ
く

説
か
れ
る
所

で
あ

る

の
で
、
其
角

は
そ

の
あ

た
り
の
記
憶
を
混
線

さ
せ
て

い
る

か
も

し
れ
な

い
。

『
雑
談
集
』

に
は
、
も
う

一
章
、

自
性

と
い
ふ
題

に
て
、

安

心

の
僧
も

か
な

し
や
秋

の
く
れ

枳

風

(
マ
マ
)

或

僧

頼

じ

て

云
、

安

心

の
上

に
悲

み
な

し
。

か
な

し
め
秋

の
く

れ

と

い

は

父
可

レ
叶

と
。

お
も

ふ

に

「
や
」

は
休

め
字

に
て

、

た

モ
ツ
ガ

父
悲

し
め
と
云
る
句
な
れ
ば
、
物
我

の

へ
だ

て
な
く
、
天
地

一
己

の
自
性

を

云

ル
句
也
。

(
以
下
略
)

と

い
う
条
が
あ
る
。

こ
の

「
物
我
」
対
立

を
否
定
す

る

こ
と
が
あ
き

ら
か

に

「
斉

物

論
」

の
思

想

で
あ

る

こ
と
は
、

小
西
甚

一
博
士
が

　
ら

　

説

か
れ
た
通
り
な

の
で
引

用
は
省
略

し
て
お
く
が
、

右

の
文

に
見
る
よ
う
な
禅

と
融
合

し
た
形

(
物
我

の

へ
だ
て
な
く
11

天
地

一
己

の
自

性
)

で
も

『
荘
子
』

は
其
角

に
受

け
と
ら
れ
て

い
た
の
で
あ

る
。

元
禄

六
年
八
月
二
十
九

日
、
其
角

の
父
東
順
が
没

し
た
。

そ

の
約
半
月
前

の
名
月

に
其
角

は
次

の
よ
う
な
句
文

を
も

の
し
て

い
る
。

ヅ

し

百
里
に
糧

を
裏

み
十
里

に
三
喰

す
と

い
へ
り
。
さ
れ
ぽ

父
病

て
遠
く
遊
ば

れ
ず
。

を
の
く

賀

に
燕
す
。

名
月

は
十
歩

に
銭

を
握

り
け

り

(
五

元

集
)

こ
の
詞
書

の

「
百
里
に
糧

を
裏

み
十

里

に
三
喰

す
と

い
へ
り
」

は
、

芭
蕉

の

『
野
晒
紀
行
』

に
引

用
さ
れ

て
有

名
な

「
適
遙
遊
」

の

ゆ

適

二
葬
蒼

一者
、

三
准

而

反

、

腹

猶

果

然

。
適

二
百

里

一老
、

宿
春

レ
糧
。

適

二
千

里

一老

、

三
月

聚

レ
糧

。

(
葬
蒼

に
適

く

者

は
三

た
び

ぐ

ら

よ

ひ

う

す
づ

喰

ひ
て
反
れ
ぽ

腹
な
ほ
果
然

た
り
。
百

里
に
適
く
老

は
宿

に
糧

を

春

き
、

千
里

に
適
く
者

は
三
月
糧

を
聚

む
。
)

其

角

と

老

荘
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人

文

研

究

第
二
十
五
輯

》

の
条

に
拠

ウ
て

い
る
。

こ
れ

は
思
想
的

に

『
荘
子
』

に
関
係
が
あ

る
と

い
う

こ
と
で
は
な
く
、

た
だ
病

父

の
傍

で
月
見

の
宴

を
開
く

こ
と

を
述

べ
る

の
に
、

『
荘
子
』

の
文
章

を
文
飾

と
し
て
用

い
た
ま

で
で
あ

る
。

芭
蕉
存

命
中

の
其
角

の
作
品

で
、

『
荘
子
』

と
か
か
わ
り

を
持

つ
も

の
は
、
大

体
以
上

の
よ
う
な
も

の
で
あ

る
。

元
禄

七
年

十
月
以
後

の
作
品

を

つ
ぎ

に
見

て

い

っ
て
み
よ
う
。

元
禄
十
年
刊

の

『
末
若
葉
』

に
は
、

自
得

蝶

を
噛

て
子
猫

を
舐

る
心
哉

と

い
う
句
が
見
え

る
。

「
蝶

を
噛

て
」

と

い
う

の
は
、

い
う

ま
で
も
な
く

『
荘
子
』

「
斉
物
論
」

の
胡
蝶

の
夢

の
故
事

に
拠

っ
て

い
る
の

で
あ

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
題

に

「
自
得
」

と

い
う

の
も
、

や

は
り

『
荘
子
』

の
自
得

の
思
想

と
関
連

を
有
す

る
も

の
で
あ
ろ
う

と
考

え
ら

れ

て
く
る
。

こ
の
こ
と
を
考
察
す

る
に

つ
い
て
は
、

芭
蕉

の
自
得

の
境

地
と

『
荘
子
』

と
の
関
係
が
参
考

に
な
る
。
貞
享

二
年

か
ら
三
年

に
か
け
て
、
芭
蕉

に
は
、

と
く

に

『
荘
子
』

か
ら
得

た

「
自
得
」

の
心
境

を
語

る
作
品

が
多

か

っ
た
。

「
自
得
箴
」

の

一
文
が
そ
う
で
あ

る
し
、

「
蓑
虫

説
践
」

で
は

「
静

か
に
見

れ
ば
物
皆
自
得
す
と

い

へ
り
。
」

と
も

い
っ
て

い
る
。

俳

旬

で

は
、

物
皆
自
得

花

に
あ

そ
ぶ
虻
な
く
ら

ひ
そ
友
雀

と

い
う
作
品

も
あ
り
、

ま
た
、
俳
文

「
四
山
瓢
」

と
文

末
の

も

の
ひ
と

つ
瓢

ハ
か
ろ
き
我

よ

か
な

も
、

や

は
り

「
無
能

不
才
」

を
抱

き
、
遁
遙
遊

の
境

地

に

「
自
得
」

の
や
す

ら
ぎ

を
得

て

い
る
心
を
示
す
も

の
で
あ

る
。

こ
う

い
う
芭
蕉

一20一



の
貞
享

二
、

三
年
頃

の
境
涯

に
其
角

は
じ

か
に
触
れ

て

い
た
わ
け

で
あ

る
し
、

「
自
得
」

の
心
境

・
境
涯
を
告
げ

る
作
品
も
芭
蕉

か
ら
直

接
示
さ
れ
て

い
た

は
ず

で
あ

る
。

そ
う

し
た
過
程
を
通
じ

て
、
其
角

の
虚
栗
調

も
次
第

に
純
蕉

風
化

し
、

『
荘
子
』

と
の
か
か
わ
り
も
内

面
的

に
深
化

し
て

い
っ
た

こ
と

は
、

さ
き

に
見

た
と

お
り
で
あ

る
。

こ
の

こ
と
は
其
角

の
精
神

に
深

い
薫
染

を
与
え

た
わ
け
で
あ

る
。
そ

う

し
た
当
時

の
師
芭
蕉

の
イ

メ
ー
ジ
が
、
元
禄
九
～

十
年
頃

の
其
角

の
安

定

し
た
心
境

に
よ
み
が
え

っ
て
き

て
、

自
得

の
句

に
な

っ
た
も

の
と
解
釈

さ
れ
る
。
元
禄
九
年

に
出

た
其
角

一
門

の
独
吟
十
歌
仙

『
若
葉
合
』
、、
翌
十
年

に

出

た

『
末
若
葉
』

な
ど

を
見
る
と
、
彼

が
知

巧

に
傾

い
て
き

て

い
る
け
れ
ど
も
、

軽
妙
な
調
子
、

明
る

い
気
分

に
ひ
た

っ
て
落
着

き
を
得

て

い
る
さ
ま
が
窺

わ
れ
る
。

こ
の
よ
う

に
彼

の
作
風
が
安
定

し
て
、
師

の
遺

し
た
新
風

に
移
ら
な

い
の
で
、
去
来

は
京
都

か
ら
は
る
ば

る
書

を
送

っ
て
こ
れ
を
批
判

し
た
が
、

其
角

は
こ

れ
に
答
書

を
返
さ
ず
、
去
来

の
書

簡

を

一
部
改

め
て
、

『
末
若
葉
』

の
巻
末

に
掲
載

し
た
。

こ
れ
が
原
因

に
な

っ
て
、

許
六
と
去

来

の
間

に
論
争

が
行
わ
れ

る
に
至

っ
た

こ
と
は
誰

も
知

る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、

亡
師

の
新
風
を
継

承

し
発
展

さ
せ
よ
う
と
す

る
熱

心
な
去

来
な
ど

か
ら
は
停
滞

と
み
な
さ
れ

る
ほ
ど

に
、
安

定
し
、
従

っ
て
彼
自
身

か
ら

い
え
ば

「
自
得
」

の
心
境

に
在

っ
た
わ
け

で
あ

る
。

し
か
し
、

こ

の
自
得

の
心
境

は
、

『
荘
子
』

本
文

に
よ
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
郭
註

・
林
註
を
通

じ
て
得

ら
れ
た
も

の
で
あ

る

こ
と
は
、

芭
蕉

の
場

合

と
同
様
で
あ

る
。

こ
れ

ら
の
註
を
媒
介

と
し
た
も

の
で
あ

る
に
せ
よ
、

其
角

の

『
荘
子
』

と

の
か
わ
り
は
、

内
面
化

し
、
深
化

し
、
沈
潜

し
た
も

の
に
な

っ
て
き

た
。

『
類
柑
子
』

は
元
禄
十
六
年

(
其
角
四
十

三
才
)
頃

に
草
稿
が
成

っ
た
よ
う

で
あ

る
が
、

そ

の
中

に
は
次

の
よ
う
な
句
文
が
収

め
ら
れ

て

い
る
。

朝

タ
に
三
盃
、
暮

に
四
盃

と
さ
だ

め
し
に
、

夜
分

は
其
数
を
破

り
て
、
心

の
ま

瓦
に
く
る

へ
る
猿
あ
り
。
郊

外

に
踊

り
、
橋

上
を
わ

た

る
。
猿

町

の
里

は
な
れ
た
る
庚

申
塚

に
休
み
て
、
断
腸

の
吟
、
雪

の
中

に
ご
父

へ
た
り
。

其

角

と

老

荘

、
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人

文

研

究

第
二
十
五
輯

其
句
五欄

干
や
柳

の
曲

を

つ
た
ふ
猿

晋

子

蝶

飛
や
狙

を
よ
び
込
原
屋
敷

猿

の
寄

る
酒
屋
き

は
め
て
桜
哉

か
な

し
と
や
見
猿

の
た
め
に
ま
ん
じ
ゆ
さ
け

腸

を
塩

に
さ
け

ぶ
や
雪

の
猿

(
類

柑

子
)

こ
の
文

は
、

『
荘

子
」

「
斉
物
論
」

の

「
朝

三
暮
四
」

の
讐

喩

に
典
拠
を
有

っ
て

い
る
。

労

二
神
明

一
為

レ
一
、

而
不

レ
知
二
其
同

一也
。
謂
二
之
朝
三

一
。
何
謂
二
朝
三

一。

日
、
狙
公
賦

レ
茅
。

日
、
朝

三

而

莫

四
。

衆

狙

皆
怒
。

こ

こ
ろ

つ
と

日
、

然
則

朝

四

而
莫

三
。

衆

狙
皆
悦

。

(
神

明

を
労

し

て

一
に

せ

ん
と
為

め
て
、

し

か

も
其

の
同

じ

こ
と

を

知

ら
ざ

る
な

り

。

之

を
朝

さ
る

か

ひ

と

ち
の
み

わ

/

く

価

三

と
謂

ふ
。
何

を

か
朝

三

と
謂

ふ
。

曰
く
、

「
狙
公

の
さ

る

に

茅

を
賦

ち
あ

た

へ
て

曰
く

、

朝

に

は
三

つ
に

し
、

莫

に

は
四

つ
に

せ

ん
と
。

衆

狙

皆
怒

る
。

曰
く

、

然

ら
ば

則

ち
朝

は
四

つ
に

し
て
莫

に

は
三

つ
に

せ

ん
と

。

衆

狙

皆
悦

べ

り
」

と
。
)

自

ら

に
課

し
た

節

酒

の
制

を
破

っ
て
、

酔

っ
て
風

狂

に
耽

溺

す

る
自

分

を
朝

三
暮

四

の
寓

言

に
よ

っ
て
戯

画

化

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

こ

こ

に
は
、
彼

の
洒
脱

、

俊

爽

と

い
わ

れ

る
面
が

示
さ

れ

て

い
る
が

、

ま

た
自

己

の
愚

か

し
さ
、

空

し

さ

を
見

つ
め

る
冷

や

か
な

自

己

凝

視

の
ま
な

ざ

し
も
感

じ

ら
れ

る
。

「
断
腸

の
吟

」

と

い
う

の

は
、

漢

詩

的

境

地

の
俳

譜

化

に
と
ど

ま

る
も

の

で

は
な
く

て
、

自

己

の
上

に

加

え

ら
れ

た
き

び

し

い
内

省

か
ら

お

の
ず

と

し
ぼ

り
出

さ
れ

た

も

の

で
あ

ろ
う

。

朝

三
暮

四

の
寓

言

を
、

た

だ
讐

喩

の
お
も

し
ろ

さ

に
よ

っ
て
用

い
て

い
る

の
で

は
な

く
、

ま

た
単

に
語

句

を

取

っ
て

き

て

い
る
だ

け

で

は

な

く

、

自

己

が

俳

諸

に

お

い
て

「
労

二
神

明

一為

・

一
、

而

不

・
知

二
其

同

一也

」

と

い
う
状

態

に
あ

る

こ
と

を
告

白

し

た
も

の

で
あ

ろ
う

。

朝

三
暮

四

の
寓

言

に
含

ま
れ

て

い
る

『
荘

子

』

の
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◎

思
想

に
照
ら

し
て
、
自
己

の
在

り
方

を
見

つ
め
て

い
る
の
で
あ

る
。

そ
れ
で
あ

る
か
ら
、
断
腸

の
吟
五
句

に
お

い
て
も
風
狂

に
狂
う
自
己

を
ど

こ
ま

で
も

「
猿
」

と

し
て
描

き

続

け

て

い
る

の

で
あ

る
ー

た
だ

の
猿

で

は
な
く

て

、

「
朝

三
暮

四

」

の
寓

言

の
中

の
猿

と

し

て
。

第

二
句

の
狙

を

よ
び

こ
む

「
蝶

」

も

、

「
胡

蝶

之

夢

」

か
ら

出

て
来

た
蝶

で
あ

る
。

其

角

は

こ
こ

で
、

胡

蝶

の
夢

の
寓

言

に
託

さ

れ

た

「
物
化

」

の
思

想

か
ら
、

自

己

の
風

狂

の
す
が

た

を
見

よ
う

と

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

こ
の
よ

う

に
、

晩

年

の
其
角

は
、

「
斉
物

論
」

の
思

想

に
深

く

内

面
的

に
相

わ

た
る

よ
う

な

に
な

っ
て
き

て

い
る
。

こ

こ

に
其

角

と

『

荘

子
』

と

の

か

か
わ
り

の
到
達

点

を
見

る

の

で
あ

る
。

…

…
近

来

の
冠

付

は
、
教

へ
か

た
、

先
褒

美

の
盃

よ

り

も
起

り

て
、

専
、

人

の

本

心

を

く

る

は

せ
、

放

財

も

の

に

し
た

り
。

…

…
端

々
、

町

々
、

手

寄

よ
き
所

に
看

板

を

か
け
な

ら

べ
、

夜

に
灯

を
挑

て
群

集

し

た
り
。

風

雅

の

狐
狸

な

れ
ば

、

弦

を

の
が

れ

て
産
業

と
な

る
事

、

和

光

同

塵

の

こ
と

は
り
、

魔

仏

一
如

の
見

ゆ

る
し
成

べ

し
。

…

…

(

『
類
柑

子

』

歌

の
島

)

『
類

柑
子

』

に
は
、

ま

た
右

の
よ
う

な
文

章

も

見

出

さ

れ

る
。

こ

こ

に

い
う

「
和

光

同

塵
」

は

い
う

ま

で

も
な

く

『
老
子

』

に
出

典

を

有

す

る
。

『
荘

子

」

と
関

連

し

て
、

『
老

子
』

的

な
考

え

方

も

や

は
り
深

化

し

た
心
境

に

お

い
て
受

け

い
れ

ら
れ

て

い
る
。

「
和

光

同
塵
」

は
成
語

と

し

て
用

い
ら

れ

て

い
る

の

で
あ

り
、

『
老

子
』

と

の

か

か
わ

り

を
ま

で
考

え

る

に
及
ば

な

い
と

い
う

こ
と

も

い
え

る

か
も

し
れ

な

い
。

し

か

し
、

さ

き

の

「
知
者

不

言
」

の
場

合

と
同

じ

よ

う

に
、

老

荘

と
並

べ
て
読

ん

で

い
た
も

の
と
見

る
方
が

自

然

で
あ

ろ

う
。

こ

の

一
文

に
お

い
て

は
、

冠

付

の
宗

匠
達

の

「
産
業

」

を

一
応

そ

れ

は
そ

れ

と

し

て
認

め

て

い
る
。

こ
れ

は
晩

年

の
芭

蕉

が

門

弟
達

の
そ

れ

ぞ

れ

の
在

り
方

に
対

し
て

無

碍

の

心

境

を

以

っ
て
寛

容

の
態

度

を

と

っ
た

の
と
相
通

ず

る

も

の
を
持

っ
て

い
る
。

す

べ

て
も

の

の
自

ら

然

る

と

こ
ろ

を

よ

し
と
す

る
順
物

自

然

の
境

位

を

其

角

な

り

に
持

ち
得

た

も

の

と

い
え

よ
う

。

其

角

門

の
亀

毛

が

『
三

上
吟
』

の
賊

で
、

晋

子

帯

ユ
妻

児
弓
、

莞

ン
塩

米
イ
、

使

叱
酒
テ
啖

匹
肉

、

毎

往

二
来

軟

紅
街

,
中

ひ
。

其

作

新

奇

壮

麗
、

不
下
以

二
先
師

,
枯

澹

テ
為
上
レ
範

ト
、

其

角

と

老

荘
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人

文

研

究

第
ご
十
五
輯

蓋
能

ク
得

ゴ
翁
之
心
岬
、

而
不

ゆ
践

ン
翁

之
跡

一
者
。
是
又
非
二
世
俗
境

中
.
人

一
也
。

と

い

っ
て

い
る
。

「
是
又
非
二
世
俗
境
中
ノ
人

一
也
」

と

い
う

の
は
、

や

は
り
其
角

の
性

格

と
晩
年

の
境
位

を
と
ら
え
て

い
る
も

の
と

い
え

よ
う
。

以
上
、
其
角

の
生
涯

に
わ
た
る

『
荘

子
』

と

の
か
か
わ
り
、

そ
れ

に
付

し
て

『
老
子
』

と
の
関
係

を
見

て
来

た
が
、

そ

こ
に
は
、

や
は

り
其
角

の
作
風

の
展
開

と
関
連

し
て
深
化

し
て
き

て

い
る
過
程
が
見

ら
れ
る
。

芭
蕉

の
指
導

の
下

に
、

蕉
門

を
挙
げ

て

『
荘
子
』

の
探
究

に
競

い
立

っ
て

い
っ
た
延
宝

七
年

か
ら
八
年

に
か
け
て

の

一
年
余

り
の
期
間

は
其
角
が
意
識
的

に
文
学

と

『
荘

子
』

を
結
び

つ
け

よ
う
と
し
た
第

一
の
時
期

で
あ

っ
た
。

談
林
寓

言
論

を
超
克

し
よ
う

と
し
て
、
自
ら

の
俳
諾
観

と
そ

の
上

に
立

つ
表
現
方
法

論
を
模
索

し
、

『
荘
子
』

に
ひ
た
む
き

に
挑
み

か
か

っ
て

い

っ
た
が
、

そ

こ
で
は
ま
だ
談
林
寓

言

論

の
壁

を
突
き

破
れ
な

か

っ
た
。
そ

の
努
力

は
、

『
驕

独
吟

二
+
歌
仙
』

の
昨
品

に
表
現
さ
れ

た
が
、

ま
だ

『
荘
子
』

を

奇

抜

で

お

も

し
ろ
い
寓
言

(
林
註
的
意
味

で
)

の
書

と
し
て
受
け
取
る

レ
ベ

ル
を
越
え
ら
れ
ず
、

『
荘
子
』

の
表
現

の
お
も
し
ろ
さ

奇
抜

さ

に
の
み
引

か
れ
、
作
品

は

『
荘
子
』

か
ら
寓

言
や
そ

の
表
現

・
語
句
を
取

っ
て
来

て
は
い
る
が
、

内
容

・
表
現

の
い
ず

れ

に
お

い
て
も
、

奇
警
さ
滑

稽
感

を
ね
ら
う
だ
け

の
も

の
に
な

っ
て
し
ま

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

林

註

に
ょ
る

『
荘
子
』

の
受
け

と
り
方

で
あ

り
、
そ
れ
も
表
現
面
だ

け
で
受
け

と
り
、
内
面
的

な

か
か
わ
り
を
持

ち
得

な

か

っ
た
。

つ
い
で
延

宝

八
年

八
月

の

『
田
舎
句
合
』

所
収

の
発
句

に
お

い
て
、
彼

は

『
鰭

独
吟

二
+
歌

仙
』

百

花
・
医

・
の
巻
」

の

レ
ベ

ル
を

つ
い
に

一
足
超

え
得

た
。

『
荘
子
』

に
幾
重

に
も
依
拠

し
た
二
句

に
お

い
て
、
彼

は
、

『
荘
子
』

の
思
想

の
俳
諾
化

に
成
功

し
た
。

「
月

花
子
医
ス
の
巻
」

に
お

い
て
は
、

『
荘
子
』

の
俳
譜
化

と

い
う

こ
と
は
外
面
的
な
滑
稽
化

と
同
意
味

で
し
か
な

か

っ
た
。

し
か
し

「
鳶

に
乗

て
、
「
壁

の
麦
」

の
二
句

は
、

一
種

の
格
調
を
も

っ
て
、

『
荘
子
』

の

「
迫
遙
遊
」

の
思
想

を
形
象
化

し
て

い
る
。

そ
れ

は
知
巧
性

に
す
ぎ
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る
と
と
も

に
、

ひ
ど
く

生
硬

で
あ

り
、

寓
意
が
あ
ら

わ
で
、
詩
的
昇
華
が
十
分

で
は
な

い
が
、

し
か
し
単

に
寓
言

の
お
も
し
ろ
さ
奇
抜

さ

に
興
じ

て

い
る
だ
け

で
は
な
く
、

『
荘
子
』

の
思
想
内
容

を
問
題

と
す
る

に
至

っ
て

い
る
。

も

っ
と
も
そ

の
論
理
を
ま
る

の
み

に
し
た
に

す
ぎ
ず
、
類
型
的

で
、
未
熟

で
、
『
荘
子
』

と
内
面
的

な
交
流

を
持

つ
ま
で
に
は
至

っ
て

い
な

い
。

そ
れ

に
し
て
も
、
『
荘
子
』

に
含
ま
れ

て
い
る
思
想
11

理

に
つ
い
に
俳
譜

の
表
現

を
与

え
得

た
の
で
あ

る
。

談
林
寓

言
説

の
広
大
な
壁

に
、

突
破

口
を
あ
け
る
難
事

を
な

し
と
げ

た

の
で
あ

る
。
そ
れ

は
延
宝
末

の
俳
譜
革
新

の
時
代

に
お

い
て
、

そ
の
先

端
を
行
く
も

の
で
お

っ
た
。

延
宝
九
年
六
月

の

『
東
日
記
』

所
収

の

「
読
荘
子
」

の
句

に
お

い
て
は

『
田
舎
句
合
』

の
線
よ
り
も
む

し
ろ
後
退

し
た
感

じ
さ
え
見
ら

れ
る
が
、

同
年

七
月

の

『
俳
譜
次
韻
』

に
お

い
て
は
、

『
田
舎

句
合
」

に
お
け

る
達
成

を
連
句

の
上
に
も
持

ち
来

た
し
た
。

こ
う

し
て
、

『
荘

子
』

の
思
想

と
寓
意
表

現
は
俳
諾
文
学

に
と
り
入
れ
ら
れ

た
。

そ

の
こ
と
を
通

し
て
、
寓

言
論

は
表
現

の
奇
異
滑
稽

に
の
み
重
点

を

置
く
談
林
的

な

一
面
性

を
超
克

し
て
、

思
想
内
容
ー

理
を
と
り
も
ど
す

こ
と
が
可
能

に
な

っ
た
。
談
林

の
遊
戯
的

な
俳
諸
観
、
表
現
方
法

論

は
揚
棄

さ
れ
て
ゆ
き
、

『
荘
子
』

の
思
想

と
寓

意
的
表

現
方
法
を
自
覚
的

に
と
り
入
れ

た
俳

諾

の
本
質
観

と
表
現
方
法

論

の
形
成

が
見

ら
れ
、
俳
譜
革

新
の
基
盤
が
準
備
さ
れ
た
。

こ
の
基
盤

の
上
に
立

っ
て

『
虚
栗
』

の
作
風

は
展
開
さ
れ

た
。

其
角
は
芭
蕉

と
並
ん
で

『
荘
子
』

を
典
拠
と
し
、
そ

の
語
句
を
取
り
用

い
な
が
ら
、
表

現
に
文
学
性
を
与

え
得
る
よ
う

に
な

っ
た
。

内
容

は
ま
だ

『
荘
子
』
を
十
分

に
消
化

し
得
ず
、

表
現
も
ま
た
生
硬

で
は
あ

る
が
、
寓
意
的
表
現
方
法

は
確

立
さ
れ
、

「
佗

と
風
雅
」

を
本
質

と
す

る

に
至

っ
た
俳

譜
文
学

は
、
談
林

の
俳

譜
観
と
方
法
論
を

ほ
ぼ
完

全

に
揚

棄

し
た
。
古
風

・
談
林

を
俗
流
俳
譜

と
見
下

し
、

自
ら
を
ひ
と
り
高

し
と
す

る
孤
高

の
気
負

い
が
そ

こ
に
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ

も

「
無
用
之
用
」

の
思
想

に
よ

っ
て
立

つ
風

狂

の
意
識

か
ら
生
じ
て
来

て
い
る
も

の
で
あ
る
。

こ
う

し
て
、

俳
譜

の
革
新
は
な
し
と
げ
ら
れ
、
「
天
和
調
」

の
時
代
が
現
出

し
た
。
こ
こ
ま
で
は
、

其
角

は
芭
蕉

に
指
導

さ
れ
な
が
ら
芭

其

角

と

老

荘
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ノ

人

文

研

究

第
二
十
五
輯

蕉

に
遅
れ
ず

『
荘
子
』

の
探
究

を
続
け
、

そ
れ
を
俳
譜
観

・
表
現
方
法

の
革
新
と
結
び

つ
け

て
来
た
。

時

に
は
其
角

が

む

し

ろ

芭

蕉

に

先

ん
じ
る
傾
向

さ
え
も
示

し
、
芭
蕉

ど

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り

の
世
界
を
さ
さ
え
、

荷
担

し
て
ゆ

く

も

の

と

し

て

前
進

を
続

け
て
来

た
。

し
か
し
、

一
た
ん
天
和
調
が
形
成

さ
れ
る
と
、

其
角
は
既
得

の
作
風
と
名
声

・
地
位

に
腰

を
据
え
て

し
ま

っ
た
。

彼

の

『
荘

子
』

探

究

は
、

以
前

の
よ
う
な
積
極
性

を
失

っ
て

い

っ
た
。

そ

の
間

に
も
芭
蕉

は

『
荘
子
』

と

の
間

の
か
か
わ

り
を
深
化
す

る

こ
と
を
止
め
ず
、

そ

の

こ
と
を
通

し
て
蕉

風

を
展
開
し
て

い

っ
た
。

其
角

は
、

そ
う

し
た
後

か
ら

つ
い
て
行
く
ー

自
分

の
過
去

の
作
風

を
引
き
ず
り
な
が

ら
ー

よ
う
な
形

に
な

っ
て

い

っ
た
。
貞

享
四
年
十
月
、

「笈

の
小
文
』

の
旅

に
出
立

つ
芭
蕉

へ
の
饅
別

の
四
十
四

の
第
三
、
鵤
鶉

の
句

に
示
さ
れ

た

「
自
足
」

の
境
地

に
対
す

る
理
会
と
関

心

は
、

其
角

と

『
荘
子
』

と

の
か

か
わ

り

の
在
り
方
と
深
度

と
を
示
す
も

の
で
あ

っ

た
。

こ
れ
は
貞
享
年
間

の
芭
蕉

の
自
得

の
境

位

に
従

う
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
自
得

の
思
想

は
、

「
俳
譜

の
誠
」

と

い
う
理
念

と
内
部
的

な
関
連

を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。

そ

の

こ
と

は
や
が
て
元
禄
四
年

の

『
雑
談
集
』

に
示
さ
れ
る

こ
と

に
な
る
。
そ

こ
に
は
、

俳

譜

に
新
古

の
さ
か
ひ
分
が
た

し
。

い
わ
ぽ
情

の
う
す
き
句

は
お

の
つ

か
ら
見
あ
き
も

し
、
聞

ふ
る
さ

る
る
に
や
。

又
情

の
厚

き
句

は
、

詞
も
心
も
古
け
れ
ど
も
、
作
者

の
誠

よ
り
思

ひ
合
ひ
ぬ
る
ゆ

へ
、

時

に
新

し
く
、
不
易

の
功
あ

ら
は
れ
待

る
。

と

い
う
説
が
見

ら
れ

る
。

「
不
易
」

の
思
想
が

『
荘
子
』

か
ら
出
て

い
る
も

の
で
あ

る

こ
と

は
小

西
甚

一
博
士

の
証

明
す

る
と

こ
ろ

で
あ

　
　

　

る
。

「
不

易
」

の
思
想

も

、

「
俳

譜

の
誠

」

の
理
念

も

、

芭

蕉

か
ら
受

け

た
も

の

で
あ

り
、

其
角

の
発

明

で
な

い
に
し

て
も

、

こ
う

し

た

思
想

を
師

か
ら
受

け

取

る

こ
と
が

で
き

た

の

は
、

や

は

り
其

角

自

身

に
お
け

る

『
荘

子

』

理

会

の
基

盤

な

し

に

は
十

分

に
は

な

さ
れ

な

い

こ
と

で
あ

る
。
彼

が

『
荘

子

』

を
、

や

は
り

読

み
続

け

て

い
た

こ
と

は
、

同
じ

『
雑

談

集
』

所
収

の
芭

蕉

句

評

や
、

『
五

元

集
』

・
『
萩

の

露

』

な
ど

に
見

え

る

「
名

月

は
」

の
句

文

か
ら

も

う

か
が

え

る

。

貞

享

以

後
も

、

芭
蕉

存

命

中

は
、

『
荘

子

』

と

の

か

か
わ
り

に
お

い
て
も

、
作
風

に
お

い
て

も
、

や

は
り

師

の
歩

み

の
あ

と

に
従

っ
た

其
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角

で
あ

ウ
た
が

、
師

の
没

後

は
}
彼

の
性

格

か
ら

出

る
都

市

的

・
知
巧

的

な

句

風

に
餌

い
て

い

っ
た
か

し

か

し
、

彼

は
そ

こ
に
彼

な

り

の
安

定

し

た
展

開
傾

向

を
持

っ
て

い

っ
て
、

元
禄

十

年

の

『
末
若

葉

』

に

は

「
自

得
」

と

題
す

る
句

を
出

し

た
り

し

た
。

こ
れ

を
通

し

て
見

ら

れ

る

こ
と

は
、

其

角

は
、

こ
の
時

期

に
至

っ
て
も

、

貞

享
年

中

の
芭

蕉

の

「
自

得
」

の
境

位

を

思

い
続

け

、

そ

れ

を
自

ら

の
心

境

の
上

に

重

ね

合

せ
て

い
た

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

元
禄

十

六
年

頃

に
執

筆

し

た

と
思

わ

れ

る
朝

三
暮

四

の
句

文

で
は
、

「
斉

物

論

」

の
思

想

に
拠

り

な
が

ら
、

酒

に
耽

溺

し
、

風

狂

の

か

ぎ

り

を

尽
す

自

己

に
深

い
内

省

の
視

線

を
向

け

て

い
る

。

ど

ん
な

に
酒

に
酔

い
、

風

狂

に
身

を

ま

か

せ
き

っ
て
も
、

自

己
凝
視

を
止

め
る

こ
と

の
な

い
、
自

己

を
見

つ
め

る
眼

が

こ

の
句

文

の
奥

に
光

っ
て

い
る
。
こ

こ
に
示

さ

れ

た

其
角

の
自

画
像

に

は
、

酔

態

風

狂

に
正
体

も
な

い
様

の
よ
う

で
、

ど

こ

か
醒

め

て

い
る
精

神

が

あ

る
。

自

己

の
酔

態

・
風

狂

が
、

ど

ん
な

も

の

で
あ

る

か
を

知

っ
て

い
る
自

己

の
中

の
自

己

で
あ

る
。

「
斉

物

論
」

は
冷

く
、
き

び

し

い
事

を

い

っ
て

い
る
。

「
労

二
神

明

一為

レ
一
、

而

不

レ
知
二
其
同

一」

と

。

其
角

は

こ

こ
で
、

そ

れ

を
肯

定

し
、

受

け

容
れ

て

い
る
。

そ

こ

に
、

一
種

の

ユ
ー

モ

ア
と

ペ

ー

ソ

ス
が

生

じ

て
き

て

い
る
。

常

に
ウ

ィ

ッ
ト
を

中

心
と

し
て
き

た

其

角

の
お
も

か
げ

は
も

は
や
見

ら
れ

な

い
。

こ

こ

へ
来

て
、

其

角

は
自

ら

の
生

涯

の
風

狂

を
省

み
、

そ

の
内

省

に

お

い
て

「
斉

物

論
」

の

思

想

の
把
握

を
試

み
て

い
る

よ

う

で
あ

る
。

以

前

の
其
角

に
は
見

ら

れ

な

か

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

こ
う

し
た

心
境

は
、

同
じ

『
類
柑

子

』

の

「
歌

の
島

」

の

一
文

に
も
見

ら
れ

る
。

「
和
光

同
塵

」

の
も

の

の
見

方

に
立

ち
、

堕

落

し

た
業

俳

の
在

り
方

も
許

容

し

て

い
る
寛

容

の

精

神

は
、

自

己

に
対
す

る
き

び

し

い
内

省

の
精

神

と
表

裏

す

る
も

の

で
あ

る
。

彼

は

「
斉

物

論
」

の
論

理

か

ら

「
順

物

自

然
」

の
思

想

を

自

己

の
も

の
と

な

し
得

て
、

こ
の
よ

う
な

無

碍

の
心
境

に
達

す

る

こ
と
が

で
き

た

の

で
あ

ろ
う
。

芭

蕉

に
は

遅
れ

た
が

、

其
角

は

其
角

な

り

に

『
荘

子
』

と

の
か

か
わ

り

に

お

い
て
、

こ
の
高

さ

に
ま

で
到

達

し

た

の

で
あ

る
。

そ

れ

は
林

註

に
よ

る

も

の

で
あ

る

に

せ
よ
、

や

は

ゆ

げ

り
ま

た

「
世
俗
境

中
ノ
人
」

を
た
ち
超

え
た

こ
と

で
あ

っ
た
。
作
風

は
ま
さ

に
風
狂

の
中

に
遊
戯
す

る
も

の
と
な

っ
て
い
る

。

外

的

な

事

其

角

と

老

荘
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象

へ
の
興
味

に
流
れ
、
理
知
的

な
お
も
し
ろ
さ

に
堕

し
て

い

っ
た
と

い
わ
れ
る
通
説

の
枠

を

こ
え
る
も

の
が
、

こ
こ
に
は
見

ら
れ

る
で
あ

ろ
う
。

・

其
角

と

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り
の
展
開

は
、
結
局

次

の
よ
う

に
ま
と
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
十
代

の
終
り
か
ら
、
二
十

三
才

の

『

虚
栗
』

ま
で
は
、
俳

諾
革
新

の
原

理
と
方
法

を
求

め
て
、
師

の
芭
蕉

と

一
体

に
な

っ
て
、

ひ
た
す

ら
な

『
荘
子
』
探
究

に
熱
中
し
た
。

こ

れ
は
他

の
江
戸
蕉
門

の
俳
人
達

と
同
じ

で
あ

る
。
し
か
し
、
そ

の
後

は
、

や
や
固

定
し
た

「
適
遙
遊
」

の
思
想
、
「
無
用
之
用
」

の
在
り
方

な
ど

に
自
得

の
安

ら
ぎ

を
求

め
、
あ
ま
り
積
極
的

に

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り
を
求

め
ず
、

む
し
ろ
、

こ
れ

を
漢
詩
文

一
般
、
儒
学
、
仏

教
な
ど
と
多
方

面

に
わ
た

っ
た
彼

の
知
識

・
教
養
中

の

一
要
素

と

し
て
持

ち
続
け
て

い

っ
た
。

貞
享
以
後

は

「
遣
遙
遊
」

「
斉
物

論
」

以

外

に
相
わ
た
る
作
品
が
な

い
、
と

い
う

の
が
積
極
的

に
読

ま
な

か

っ
た
こ
と
を
物
語

る
で
あ
ろ
う
。

彼

と

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ

り
は
、

こ
の
よ
う
な
形

で
、
具
体
的

に
は
芭
蕉

の
貞
享
時
代

の
自
得

の
境
位

を
後

々
ま

で
思

っ
て

い
る
と

い
う
状

態

で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
晩
年

に
は
、
自

己

の
風
狂

に
対
す

る
内
省

か
ら
、

「
斉
物

論
」

の
思
想

と
か
か
わ
り
を
深

め
る
る
よ
う

に
な
り
、

つ
い
に

「
順
物
自
然
」

と

い

う
無
碍

の
境
地

に
到
り
得

た
。
そ
れ

は
其
角
が
彼

な
り

に
持

っ
た

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り

の
展
開

の
ピ

ー
ク
で
あ

っ
て
、

そ

こ
で
展
開

の
体
系

は
完
結

し
た
。

芭
蕉

は
、
生
涯

に
わ

た

っ
て
自

己

の
文
学

の
展
開

を
求

め
続
け
、
作
風

の
大

き
な
転
換
期

に
は
、

つ
ね

に
大
き

く

深

い
苦
悩

に
陥

り
、
そ

の
危
機
意

識
か
ら

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り
を
根

源

に
立

ち
帰

っ
て
は
求

め
な
お

し
た
。

其
角

の
そ
れ

は
、
天
和

の

『
虚
栗
』

で
終

っ
た
。

そ

こ
が

『
荘
子
」
と

の
関
係

の
持

ち
方

に
お

い
て
、
芭
蕉

と
其
角
と

の
異

る
点

で
あ
る
。

し
か
し
其
角

も
風

狂

を
求

め
続
け

る

こ
と
を
通

し
て
、

最
後

に
は
そ

の
生
き
方
と
文
学

を

「
斉
物
論
」

の

「
順
物
自
然
」

に
合

一
せ
し
め
得

た
の
で
あ

っ
た
。

そ

の
点

で
も
彼

は
、

や
は
り
、
芭
蕉

の
商
弟

た
る

の
名

に
値

す

る
も

の
と
思
う
。

〔
注
〕
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(4)(3)(2)(1)(6)(5)

広
田
二
郎
稿

『騨

独
吟
二
+
歌
仙
』
と

『
荘
子
』

(小
需

科
大
学

ズ

文
研
究
L
第
二
+
ゴ
一輯

充

五
九
生

月
)
.

同

右

。

『
田
舎
之
句
合

」
第

九
番

、

「
左

は
虚
也

。」

こ
の
こ
と

の
基
礎

に
は
、
芭

蕉

の
俳

譜
理
念

と
誠

と

の
関
係

が
考

え
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、

芭

蕉
の
そ
れ
に

つ
い
て
は
、
す

で

に
小
西

甚

一
博

士

に
よ

っ
て
説

か
れ
て

い
る
。

小
西
甚

一
稿

「
芭
蕉

と
寓

言
説
」

(
「
日
本

学

士
院

紀
要

」
第

十
八
巻
第

三
号

、

一
九

六
〇
月

十

一
月

)
。

同

右

。

同

右

。
其

角

と

老

荘
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